
自
公
支
援
の
佐
喜
真
氏
破
る

長
崎
県
出
身
の
英
国
人
作
家

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
氏
を
含

め
る
と
日
本
出
身
の
受
賞
者

は
２
７
人
。
医
学
生
理
学
賞

は
１
６
年
の
大
隅
良
典
東
京

工
業
大
栄
誉
教
授
（
７
３
）

に
続
く
５
人
目
で
日
本
の
生

命
科
学
の
実
力
を
世
界
に
示

し
た
。

　

本
庶
氏
は
記
者
会
見
で

「
大
変
名
誉
な
こ
と
。
重
い

病
気
か
ら
回
復
し
『
元
気
に

な
っ
た
の
は
、
あ
な
た
の
お

か
げ
』
と
言
わ
れ
る
と
、
本

当
に
研
究
と
し
て
は
意
味
が

あ
っ
た
と
思
う
」と
述
べ
た
。

　

本
庶
氏
の
研
究
チ
ー
ム
は

１
９
９
２
年
、
異
物
を
攻
撃

す
る
免
疫
細
胞
の
表
面
で
ブ

レ
ー
キ
役
と
し
て
働
く
タ
ン

パ
ク
質
「
Ｐ
Ｄ
１
」
を
発
見

し
た
。
が
ん
細
胞
が
Ｐ
Ｄ
１

と
結
合
し
、
免
疫
細
胞
の
攻

撃
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
の

を
阻
止
す
れ
ば
、
が
ん
の
排

除
が
可
能
に
な
る
。

　

こ
の
原
理
に
基
づ
き
、
本

庶
氏
ら
が
小
野
薬
品
工
業

　
【
共
同
】
沖
縄
県
の
翁
長
雄
志
知
事
の
死
去
に
伴
う
知
事
選
が
３
０
日
投
開
票
さ

れ
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
（
宜
野
湾
市
）
の
名
護
市
辺
野
古
移
設
に
反
対
す
る
前
衆

院
議
員
玉
城
デ
ニ
ー
氏
（
５
８
）
が
、
移
設
を
推
進
す
る
安
倍
政
権
が
支
援
し
た
前

宜
野
湾
市
長
佐
喜
真
淳
氏
（
５
４
）
＝
自
民
、
公
明
、
維
新
、
希
望
推
薦
＝
ら
３
人

を
破
り
、
初
当
選
し
た
。
翁
長
氏
に
続
く
反
対
派
知
事
の
誕
生
に
よ
り
、
政
府
の
移

設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
影
響
が
出
る
の
は
必
至
で
、
政
権
へ
の
大
き
な
打
撃
と
な
っ
た
。

辺
野
古
反
対
、
政
権
打
撃

と
に
よ
る
が
ん
治
療
法
の
発

見
」。
同
研
究
所
は
「
世
界

で
年
に
何
百
万
人
も
の
命
を

奪
う
が
ん
と
の
闘
い
で
、
本

庶
氏
の
発
見
に
基
づ
く
治
療

法
が
著
し
く
効
果
的
だ
と
示

さ
れ
た
」
と
評
価
し
た
。

　

発
見
は
そ
の
後
、
免
疫
治

療
薬
「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」
と
し

て
実
用
化
さ
れ
た
。
免
疫
の

力
を
強
め
、が
ん
と
闘
う「
が

ん
免
疫
療
法
」
の
時
代
を
切

り
開
い
た
日
本
発
の
成
果
が

最
高
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

　

日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
は
２
年
ぶ
り
、２
６
人
目
。

　
【
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
共

同
】
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
カ
ロ

リ
ン
ス
カ
研
究
所
は
１
日
、

２
０
１
８
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医

学
生
理
学
賞
を
、
体
内
で
異

物
を
攻
撃
す
る
免
疫
反
応
に

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
タ
ン
パ

ク
質
を
突
き
止
め
、
が
ん
の

免
疫
治
療
薬
開
発
に
道
を
開

い
た
本
庶
佑
京
都
大
特
別
教

授
（
７
６
）
と
、
米
テ
キ
サ

ス
大
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア
リ

ソ
ン
教
授
（
７
０
）
に
授
与

す
る
と
発
表
し
た
。

　

授
賞
理
由
は
「
免
疫
反
応

の
ブ
レ
ー
キ
を
解
除
す
る
こ

日
本
人
２
年
ぶ
り
２
６
人
目

沖縄県知事に玉城氏初当選
が
ん
免
疫
治
療
薬
に
道

京
大
本
庶
氏
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

記
録
的
暴
風
、
全
国
に
被
害

２
人
死
亡
、
け
が
１
６
０
人
超

航
と
全
日
空
は
、
９
月
３
０

日
に
ダ
イ
ヤ
が
乱
れ
た
こ

と
か
ら
機
体
が
手
配
で
き

　

選
挙
戦
は
、
い
ず
れ
も
無

所
属
新
人
の
玉
城
、
佐
喜
真

両
氏
に
よ
る
事
実
上
の
一
騎

打
ち
の
構
図
だ
っ
た
。

　

当
選
を
決
め
た
玉
城
氏

は
、
那
覇
市
内
で
「
辺
野
古

に
新
基
地
を
造
ら
せ
な
い
と

い
う
誓
い
を
、
し
っ
か
り
と

ぶ
れ
ず
に
、
全
う
し
た
い
」

と
強
調
。「
こ
れ
以
上
新
基

地
を
造
ら
せ
な
い
と
翁
長
氏

が
命
を
削
っ
て
全
う
し
よ
う

と
し
た
こ
と
が
県
民
に
宿

り
、
後
押
し
し
た
」
と
述
べ

た
。
佐
喜
真
氏
は
「
県
民
の

暮
ら
し
が
最
優
先
と
い
う
訴

え
が
浸
透
せ
ず
、
私
の
力
不

足
だ
」
と
敗
北
宣
言
し
た
。

　

選
挙
戦
で
玉
城
氏
は
移
設

阻
止
を
前
面
に
掲
げ
た
。
翁

長
氏
の
後
継
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
「
弔
い
合
戦
」
を

演
出
。
移
設
反
対
派
の
団
体

や
共
産
、
社
民
な
ど
野
党
各

党
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

県
民
か
ら
幅
広
い
支
持
を
得

る
た
め
に
政
党
色
を
抑
え
る

戦
略
が
奏
功
し
た
。

　

佐
喜
真
氏
は
、
子
育
て
支

援
の
充
実
な
ど
を
訴
え
る
一

方
で
、
辺
野
古
移
設
へ
の
反

発
を
懸
念
し
て
是
非
を
明
ら

か
に
し
な
か
っ
た
た
め
「
争

点
隠
し
」
と
有
権
者
の
反
発

を
招
い
た
。
菅
義
偉
官
房
長

官
ら
政
権
幹
部
が
相
次
ぎ
沖

な
い
な
ど
の
理
由
で
１
日
も

計
１
８
０
便
以
上
が
欠
航
す

る
。

　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
台
風

が
列
島
に
接
近
し
た
９
月

２
８
日
以
降
の
総
降
水
量

は
、
高
知
県
仁
淀
川
町
や
愛

媛
県
西
条
市
、
宮
崎
県
美
郷

町
、
三
重
県
大
台
町
、
和

歌
山
県
新
宮
市
、
大
分
県
佐

縄
入
り
す
る
な
ど
異
例
の
支

援
態
勢
で
臨
み
、
前
回
選
で

は
自
主
投
票
だ
っ
た
公
明
党

も
推
薦
に
回
っ
て
徹
底
し
た

組
織
戦
を
展
開
し
た
が
、
無

党
派
に
浸
透
で
き
ず
、
及
ば

な
か
っ
た
。

　

県
は
８
月
に
辺
野
古
沿
岸

部
の
埋
め
立
て
承
認
を
撤
回

し
た
。
玉
城
氏
は
撤
回
を
評

価
す
る
立
場
で
、
早
期
の
土

砂
投
入
を
目
指
す
政
府
と
の

間
で
法
廷
闘
争
に
突
入
す
る

公
算
が
大
き
い
。

　

い
ず
れ
も
無
所
属
新
人
の

元
那
覇
市
議
渡
口
初
美
氏

（
８
３
）、
元
会
社
員
兼
島
俊

氏
（
４
０
）
は
及
ば
な
か
っ

た
。

県
と
国
の
対
立
、
激
化
必
至

取
県
と
山
梨
県
で
計
２
人
が

死
亡
。
共
同
通
信
の
集
計
で

は
１
６
４
人
が
負
傷
し
、
宮

崎
市
で
１
人
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
。
倒
木
な
ど
の
被
害

も
相
次
い
だ
。

　

首
都
圏
の
Ｊ
Ｒ
在
来
線
は

安
全
が
確
認
で
き
た
区
間
か

ら
運
行
を
再
開
し
た
が
、
ダ

イ
ヤ
は
大
幅
に
乱
れ
、
通

勤
の
足
に
影
響
が
出
た
。
日

（
大
阪
市
）
と
開
発
し
た
オ

プ
ジ
ー
ボ
は
免
疫
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
と
呼
ば

れ
、
２
０
１
４
年
に
皮
膚
が

ん
の
薬
と
し
て
発
売
さ
れ
、

肺
、
腎
臓
、
胃
な
ど
の
が
ん

へ
対
象
を
拡
大
。
同
様
の
仕

組
み
を
利
用
し
た
創
薬
も
相

次
い
で
い
る
。
一
部
の
患
者

は
長
期
間
の
生
存
が
可
能
に

な
っ
た
が
、
医
療
財
政
を
圧

迫
す
る
超
高
額
な
薬
と
し
て

も
話
題
に
な
っ
た
。

　

ア
リ
ソ
ン
氏
は
、
免
疫
の

ブ
レ
ー
キ
役
と
な
る
別
の
タ

ン
パ
ク
質
を
発
見
し
た
。

　

授
賞
式
は
１
２
月
１
０
日

に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
か

れ
、
賞
金
９
０
０
万
ク
ロ
ー

ナ（
約
１
億
１
５
０
０
万
円
）

を
２
氏
で
分
け
る
。

　

安
倍
晋
三
首
相
は
１
日

夜
、
本
庶
氏
に
電
話
し
「
研

究
の
成
果
で
多
く
の
が
ん
患

者
に
希
望
や
光
を
与
え
ら
れ

た
」
と
祝
意
を
伝
え
た
。

　
【
共
同
】
日
本
列
島
を
縦

断
し
た
台
風
２
４
号
は
１

日
、
岩
手
・
三
陸
海
岸
か
ら

太
平
洋
に
抜
け
て
北
海
道
沖

に
進
ん
だ
。
各
地
で
記
録
的

な
暴
風
が
観
測
さ
れ
た
。
同

日
正
午
ご
ろ
に
は
温
帯
低
気

圧
に
変
わ
っ
た
が
、
東
日
本

や
北
日
本
で
は
強
風
や
強
い

雨
に
警
戒
が
必
要
に
な
る
。

台
風
が
通
過
し
た
影
響
で
鳥

伯
市
、
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
で

４
０
０
ミ
リ
を
突
破
し
た
。

　

同
様
に
２
８
日
以
降
の
最

大
瞬
間
風
速
は
鹿
児
島
・
与

論
島
で
２
９
日
に
５
６
・
６

メ
ー
ト
ル
を
記
録
。
１
日

午
前
０
時
す
ぎ
に
は
東
京

都
八
王
子
市
で
４
５
・
６

メ
ー
ト
ル
を
観
測
し
、
こ
の

地
点
の
観
測
史
上
１
位
記

録
を
更
新
し
た
。
千
葉
県

銚
子
市
で
４
２
・
０
メ
ー
ト

ル
、
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町

で
４
１
・
９
メ
ー
ト
ル
、
福

島
県
い
わ
き
市
で
４
１
・
５

メ
ー
ト
ル
、
東
京
都
心
部
で

も
３
９
・
３
メ
ー
ト
ル
を
そ

れ
ぞ
れ
観
測
し
た
。

　

各
地
で
停
電
も
続
出
。
神

奈
川
県
や
千
葉
県
、
東
京
都

な
ど
東
京
電
力
管
内
の
９
都

県
で
は
１
日
朝
の
時
点
で
約

４
５
万
戸
が
停
電
し
た
。
東

北
電
力
管
内
の
東
北
や
新
潟

県
で
は
１
日
朝
の
時
点
で
約

５
万
７
千
戸
が
停
電
し
た
。

　

台
風
２
４
号
は
３
０
日
午

後
８
時
ご
ろ
に
和
歌
山
県
田

辺
市
付
近
に
上
陸
し
、
東
海

か
ら
関
東
、東
北
に
進
ん
だ
。

１
日
午
前
中
に
は
時
速
９
０

キ
ロ
超
で
青
森
県
八
戸
市
沖

か
ら
北
海
道
沖
に
達
し
た
。

は
、自
民
党
総
裁
選
の
党
員
・

党
友
に
よ
る
地
方
票
で
石
破

茂
元
幹
事
長
の
善
戦
を
許

し
、
来
年
の
統
一
地
方
選
や

参
院
選
を
控
え
て
求
心
力
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
手

痛
い
結
果
と
な
っ
た
。
憲
法

改
正
論
議
や
政
権
運
営
に
も

影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

政
権
は
選
挙
結
果
に
か
か

わ
ら
ず
移
設
を
進
め
る
方
針

だ
が
、
玉
城
氏
は
移
設
の
是

非
を
問
う
県
民
投
票
を
実
施

し
て
反
対
の
意
思
を
示
す
な

ど
徹
底
抗
戦
す
る
構
え
で
、

対
立
が
さ
ら
に
先
鋭
化
す
る

の
は
確
実
だ
。

　

安
倍
晋
三
首
相
に
と
っ
て

ノーベル医学生理学賞の受賞が
決まり、記者会見で笑顔を見せ
る本庶佑京都大特別教授＝１日
午後７時５８分、京都市（共同）

沖
縄
県
知
事
選
で
当
選
を
決
め
、
万
歳
す
る
玉
城
デ
ニ
ー
氏

（
手
前
左
）
＝
３
０
日
午
後
９
時
３
４
分
、
那
覇
市
（
共
同
）

　
【
共
同
・
解
説
】
沖
縄
県

知
事
選
で
米
軍
普
天
間
飛
行

場
の
名
護
市
辺
野
古
移
設
反

対
を
掲
げ
た
前
衆
院
議
員
玉

城
デ
ニ
ー
氏
が
勝
利
し
た
こ

と
で
、
安
倍
政
権
の
描
く
移

設
作
業
は
遅
れ
、
県
と
国
の

対
立
が
激
化
す
る
の
は
避
け

ら
れ
な
い
。

　

政
権
は
移
設
の
理
由
と
し

て
日
米
同
盟
の
抑
止
力
維
持

に
加
え
、
普
天
間
飛
行
場
の

危
険
性
除
去
を
挙
げ
「
辺
野

古
移
設
は
唯
一
の
解
決
策
」

（
菅
義
偉
官
房
長
官
）
と
の

立
場
を
崩
さ
な
い
。

　

た
だ
、
米
軍
機
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
や
米
兵
に
よ
る
犯
罪

は
後
を
絶
た
ず
、
危
険
と
隣

り
合
わ
せ
の
生
活
環
境
が
抜

本
的
に
改
善
さ
れ
る
道
筋
は

見
え
な
い
。
佐
喜
真
淳
氏
は

選
挙
戦
で
経
済
振
興
や
子
育

て
支
援
策
を
次
々
と
打
ち
出

し
て
支
持
を
訴
え
た
が
、
そ

れ
で
も
県
民
は
辺
野
古
移
設

反
対
の
意
思
を
示
し
た
。

　

普
天
間
移
設
問
題
が
浮
上

し
て
か
ら
２
０
年
以
上
、
沖

縄
は
名
護
市
を
中
心
に
選
挙

や
住
民
投
票
で
常
に
厳
し
い

選
択
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。

政
権
側
が
今
回
示
さ
れ
た
民

意
を
無
視
し
、
選
挙
結
果
と

逆
行
す
る
形
で
移
設
を
強
行

す
れ
ば
、
再
び
反
発
が
激
し

く
な
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

日
米
安
保
体
制
の
重
要
性

を
盾
に
し
て
県
に
負
担
を
求

め
る
だ
け
で
は
対
立
や
憎
悪

が
深
ま
る
ば
か
り
だ
。
話
し

合
わ
な
け
れ
ば
、
道
は
開
け

な
い
。
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親
ボ
集
会
も
全
国
的
に
展
開

が
出
来
る
。
１
７
年
上
半
期

の
手
術
件
数
は
７
９
８
９
件

だ
っ
た
が
、
今
年
の
上
半
期

は
７
５
１
３
件
だ
っ
た
。

　

他
方
、
い
わ
ゆ
る
、
心
臓

や
腎
臓
、
肝
臓
な
ど
の
臓
器

移
植
を
待
つ
人
達
は
、
角
膜

移
植
を
希
望
す
る
人
達
ほ
ど

順
調
に
減
っ
て
い
な
い
。

　

例
え
ば
、
１
６
年
以
降
、

こ
れ
ら
の
臓
器
で
、
順
番
待

ち
の
人
の
数
が
毎
年
減
っ
た

の
は
肝
臓
の
み
だ
。
肝
臓
移

植
を
待
つ
人
は
、
２
０
５
８

人
か
ら
、
２
０
５
５
人
、

１
９
６
２
人
に
な
っ
た
。

　

心
臓
移
植
希
望
者
は
、

３
２
８
人
か
ら
４
９
８
人
に

増
え
た
後
、
３
７
３
人
に
減

る
、
膵
臓
移
植
希
望
者
も
、

６
０
人
が
１
１
８
人
に
増
え

た
後
、
６
６
人
に
減
っ
た
。

　

だ
が
、
肺
の
移
植
希
望
者

は
、
１
８
７
人
か
ら
２
０
８

人
、
２
１
５
人
と
毎
年
増
加

中
だ
。
腎
臓
移
植
を
希
望

す
る
人
も
、
２
万
５
０
１
２

　

９
月
２
９
日
、
全
国
６
２
の
都
市
で
極
右
大
統
領
候
補
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
に
対
し
て
、
女
性
を
中
心
と
し
た
抗
議
活
動
が
行
わ
れ
た
。
翌
３
０
日
は
、

全
国
２
６
都
市
で
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
を
支
援
す
る
集
会
が
行
わ
れ
、
大
統
領
選
の
二

極
化
を
印
象
付
け
た
。
９
月
３
０
日
、
１
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

も
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
と

世
界
規
模
で
行
わ
れ
た
。

　

聖
市
で
の
抗
議
行
動
は
、

同
市
西
部
の
ラ
ル
ゴ
・
ダ
・

バ
タ
タ
で
行
わ
れ
た
。
そ
こ

に
は
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ハ
ダ

ジ
氏
（
労
働
者
党
・
Ｐ
Ｔ
）

と
副
候
補
の
マ
ヌ
エ
ラ
・
ダ

ヴ
ィ
ラ
氏
（
ブ
ラ
ジ
ル
共
産

党
・Ｐ
Ｃ
ｄ
ｏ
Ｂ
）の
シ
ャ
ッ

パ
の
他
、
シ
ロ
・
ゴ
メ
ス

氏
（
民
主
労
働
党
・
Ｐ
Ｄ
Ｔ
）

や
ギ
リ
ェ
ル
メ
・
ボ
ウ
ロ
ス

氏
（
社
会
主
義
自
由
党
・
Ｐ

Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
の
シ
ャ
ッ
パ
、
マ

リ
ー
ナ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
氏
（
Ｒ

Ｅ
Ｄ
Ｅ
）
と
い
っ
た
左
派
系

候
補
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
２
９
日
は
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
が
入
院
先
の
聖
市

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
病
院
か
ら
退
院
し
、

飛
行
機
で
リ
オ
の
自
宅
に

戻
っ
た
が
、
そ
の
飛
行
機
の

中
で
、
賞
賛
と
罵
声
の
両
方

を
浴
び
て
い
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、「
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
を
支
援
す
る
女

性
の
会
」
も
、
全
国
１
５
市

で
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
を
支
援
す

　

９
月
３
０
日
、
大
聖
市
圏

で
は
昼
間
に
強
い
雨
が
降
っ

た
。
こ
の
雨
に
よ
り
、
聖

市
で
は
６
カ
所
で
土
砂
崩

れ
、
２
８
カ
所
で
冠
水
が

起
き
る
な
ど
の
被
害
が
出

た
。
こ
の
雨
に
よ
り
、
主
要

水
系
に
は
大
量
の
雨
が
も
た

ら
さ
れ
、
グ
ア
ラ
ピ
ラ
ン
ガ

る
集
会
を
開
催
し
た
。

　

翌
３
０
日
、
今
度
は
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
を
支
援
す
る
集
会

が
、
全
国
２
６
都
市
で
開

催
さ
れ
た
。
最
も
目
立
っ
た

の
は
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
行

わ
れ
た
カ
レ
ア
ッ
タ
（
自

動
車
を
使
っ
た
行
進
）
で
、

２
万
５
千
台
ほ
ど
の
車
が
行

進
に
参
加
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
聖
市
の
パ
ウ
リ
ス

タ
大
通
り
で
行
わ
れ
た
抗
議

行
動
で
は
、
緑
と
黄
色
の
ブ

ラ
ジ
ル
国
旗
を
意
識
し
た
服

を
着
た
人
た
ち
で
同
大
通
り

の
３
区
画
分
が
埋
め
尽
く
さ

れ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
三
男
で

下
院
議
員
の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド

氏
は
、「
中
道
、
右
派
の
候

補
が
父
に
票
を
投
じ
れ
ば
、

一
次
投
票
で
勝
つ
こ
と
が
可

能
だ
」
と
、
投
票
を
訴
え
て

い
た
。

　

一
方
、
こ
の
日
の
夜
、
レ

コ
ル
デ
局
で
は
大
統
領
選
候

反
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
抗
議
は
国
際
規
模

人
か
ら
２
万
６
９
３
８
人
、

２
７
７
４
１
人
へ
と
、
増
え

続
け
て
い
る
。
膵
臓
と
腎
臓

の
同
時
移
植
希
望
者
は
７
２

０
人
か
ら
５
９
５
人
に
減
っ

た
後
、
６
５
３
人
に
増
え
た
。

　

だ
が
、
総
数
と
し
て
の
臓

器
提
供
が
増
え
た
と
い
っ
て

も
、
壁
は
ま
だ
大
き
い
。
そ

の
一
つ
は
、
遺
族
か
ら
の
臓

器
提
供
同
意
が
得
ら
れ
ず
、

臓
器
移
植
が
出
来
な
い
例
が

ま
だ
多
い
事
だ
。
２
０
１
３

年
の
遺
族
か
ら
の
同
意
率
は

後
、４
万
１
２
６
６
人
に
減
っ

た
。

　

１
６
〜
１
８
年
で
移
植

希
望
者
が
最
も
減
っ
た
の

は
、
角
膜
移
植
を
必
要
と

す
る
人
だ
。
こ
の
グ
ル
ー

プ
は
、
１
万
４
１
５
８
人

か
ら
１
万
３
９
２
０
人
、

１
万
２
５
６
人
に
と
順
調
に

減
っ
て
い
る
。

　
こ
の
事
は
、
角
膜
移
植
手

術
の
件
数
か
ら
見
て
も
説
明

　

保
健
省
が
９
月
２
７
日
、

今
年
上
半
期
に
提
供
さ
れ

た
臓
器
は
昨
年
同
期
比
で

７
％
増
え
た
が
、
手
術
の

数
は
さ
ほ
ど
増
え
て
お
ら

ず
、
順
番
待
ち
の
人
は
ま
だ

４
万
１
２
６
６
人
も
い
る
と

同
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。

　

臓
器
移
植
を
必
要
と
し

な
が
ら
、
適
合
す
る
臓
器

が
な
い
た
め
に
順
番
を
待
つ

人
の
数
は
、
２
０
１
６
年

の
４
万
２
５
２
３
人
か
ら

４
万
４
３
３
２
人
に
増
え
た

前
年
上
半
期
よ
り
７
％
増
加

中
道
系
が
大
半
の
州
で
リ
ー
ド

そ
れ
で
も
ま
だ
４
万
人
が
順
番
待
ち

５
５
％
で
、
今
年
の
遺
族
同

意
率
は
５
８
％
と
微
増
に
止

ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
移
植
希
望
者
が
い

て
も
、
医
療
機
関
が
対
応
出

来
な
い
時
や
、
臓
器
の
移
送

手
段
が
確
保
出
来
ず
、
手
術

を
受
け
損
な
う
例
も
あ
る
。

患
者
の
中
に
は
手
術
が
間
に

合
わ
ず
に
亡
く
な
る
例
も
あ

る
か
ら
、
手
術
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
ら
出
来
る
だ
け
早

く
、
統
一
医
療
健
康
シ
ス
テ

ム
（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）
に
名
前
を
登

録
し
て
も
ら
う
と
よ
い
。
伯

国
の
移
植
手
術
の
９
６
％
は

Ｓ
Ｕ
Ｓ
を
通
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
臓
器
提
供
希

望
者
も
、
日
頃
か
ら
そ
の
旨

を
家
族
に
伝
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
保
健
省
は
昨
年
、

移
植
関
係
の
経
費
と
し
て
、

９
億
８
９
８
８
レ
ア
ル
の
予

算
を
計
上
し
て
い
た
。

　

９
月
２
９
日
に
行
わ
れ
た

反
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
抗
議
行
動

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
サ
イ
ト
「
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
に
反
対
す
る
女

性
た
ち
」
が
は
じ
め
た
「
エ

レ
・
ノ
ン
」
運
動
が
発
展
し

た
も
の
だ
。
こ
の
運
動
は
９

月
中
旬
以
降
、
国
内
外
の
女

性
芸
能
人
ら
の
支
援
も
受
け

て
、
ネ
ッ
ト
上
で　

大
き
く

広
が
っ
て
い
た
。
前
述
の
サ

イ
ト
の
登
録
者
は
３
８
０
万

人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
日
に
行
わ
れ
た
抗
議

行
動
は
、
各
州
の
州
都
を
含

む
全
国
６
２
都
市
で
展
開
さ

れ
た
。
こ
の
輪
は
国
際
的
に

広
が
り
、
米
国
で
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
や
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
、
欧
州
で
は
ロ
ン
ド
ン
、

パ
リ
、
ベ
ル
リ
ン
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
、
リ
ス
ボ
ン
、
南
米
で

摘出された臓器を移送するために小型機に運ぶ人々
（Arnaldo Alves / ANPr）

ボウソナロ抗議活動（Rovena Rosa）

投
票
ま
で
あ
と
一
週
間
切
る

知 事 選

補
者
に
よ
る
討
論
会
も
行
わ

れ
た
。
同
夜
の
討
論
会
で
は

こ
の
二
極
化
が
一
段
と
明
ら

か
に
な
り
、
支
持
率
２
位
の

ハ
ダ
ジ
氏
と
不
在
だ
っ
た
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
二
人
が
攻
撃

の
対
象
と
さ
れ
て
、
厳
し
い

批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

テ
レ
ビ
で
の
討
論
会
は
４
日

の
グ
ロ
ー
ボ
局
ひ
と
つ
を
残

す
の
み
。
投
票
は
７
日
だ
。

の
５
３
・
４
ミ
リ
を
筆
頭
に
、

カ
ン
タ
レ
イ
ラ
が
３
６
・
２

ミ
リ
、
ア
ウ
ト
・
チ
エ
テ
が

２
４
・
２
ミ
リ
を
記
録
。
雨

季
に
入
り
は
じ
め
る
１
０
月

は
水
不
足
が
噂
さ
れ
て
い
た

中
、
滑
り
出
し
の
良
い
降
り

に
は
な
っ
た
。
だ
が
、
今
回

雨
を
も
た
ら
し
て
い
る
雨
雲

は
勢
力
が
強
い
の
か
、
南
大

河
州
で
は
豪
雨
で
停
電
を
記

録
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
出
て

い
る
と
い
う
。
聖
州
で
も
向

こ
う
数
日
は
天
気
が
不
安
定

の
よ
う
だ
が
、
ひ
ど
く
な
り

す
ぎ
な
い
程
度
に
降
っ
て
ほ

し
い
も
の
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

９
月
３
０
日
に
行
わ
れ
た

サ
ッ
カ
ー
の
全
国
選
手
権
。

首
位
サ
ン
パ
ウ
ロ
は
敵
地
リ

オ
で
の
ボ
タ
フ
ォ
ゴ
戦
で
痛

恨
の
２
―
２
の
引
き
分
け
。

勝
ち
点
１
し
か
記
録
で
き
な

か
っ
た
。
一
方
、
パ
ル
メ

イ
ラ
ス
は
本
拠
地
ア
リ
ア
ン

ツ
・
パ
ル
ケ
で
の
ク
ル
ゼ
イ

ロ
戦
を
３
―
１
で
快
勝
し
、

逆
転
で
首
位
に
立
っ
た
。
ま

た
、
こ
の
日
は
イ
ン
テ
ル
ナ

シ
オ
ナ
ル
も
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ

ア
に
２
―
１
で
勝
っ
た
た
め

に
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
を
抜
い
て

２
位
に
な
っ
た
。
同
選
手
権

の
緊
迫
し
た
戦
い
は
し
ば
ら

く
続
き
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

９
月
２
８
日
、
聖
市
セ
ン

ト
ロ
の
パ
リ
区
に
あ
る
ビ
ル

が
焼
け
、
崩
壊
し
た
。
出
火

し
た
の
は
同
日
の
１
９
時
頃

だ
っ
た
と
い
う
。
崩
壊
そ
の

も
の
は
そ
れ
か
ら
５
時
間
後

く
ら
い
に
起
こ
っ
た
。
完
全

に
消
火
し
た
の
は
翌
朝
の
５

時
だ
っ
た
と
い
う
。
火
災
時

に
は
人
は
い
な
か
っ
た
が
、

消
防
隊
の
２
人
が
火
傷
な
ど

で
負
傷
し
た
。
同
ビ
ル
は
商

用
ビ
ル
で
、
中
国
か
ら
輸
入

し
た
品
物
な
ど
を
売
っ
て
い

た
と
い
う
。

　

地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
）
が
９
月
２
８
日
、
６

〜
８
月
の
平
均
失
業
率
は

１
２
・１
％
で
、
数
の
上
で
は

改
善
し
た
が
、
今
も
１
２
７

０
万
人
が
失
業
中
と
発
表
し

た
と
２
９
、３
０
日
付
伯
字

紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

失
業
率
は
５
カ
月
連
続
で

低
下
し
、
今
年
に
入
っ
て
か

ら
最
も
低
く
な
っ
た
。
ま
た
、

失
職
中
の
人
は
、
前
期
（
３

〜
５
月
）
よ
り
５
２
万
９
千

人
減
っ
た
。
昨
年
６
〜
８
月

の
失
業
率
は
１
２
・
６
％
、

失
業
者
は
１
３
１
０
万
人

だ
っ
た
。

　

就
業
者
数
は
前
期
比
１
・

３
％
（
１
２
０
万
人
強
）
増

え
、
９
２
１
０
万
人
に
な
っ

た
。
昨
年
同
期
比
で
は
１
・

１
％
（
１
０
０
万
人
強
）
増

え
て
い
る
。

　

た
だ
、
６
〜
８
月
の
失
業

率
低
下
は
、
非
正
規
雇
用
者

や
自
営
業
、
家
庭
内
労
働
な

ど
の
増
加
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
こ
の
期
間
中
に
就

業
を
諦
め
、
仕
事
も
探
さ
な

く
な
っ
た
人
は
４
８
０
万
人

で
、
３
〜
５
月
同
様
、
過

去
最
多
。
昨
年
同
期
比
で
は

１
３
・
２
％
（
５
５
万
５
千

人
強
）
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
は
失
業
者
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
仕

事
が
見
つ
か
ら
ず
、
就
職
を

諦
め
て
仕
事
さ
え
探
さ
な
く

な
る
人
が
増
え
て
い
る
。

　

仕
事
も
せ
ず
、
仕
事
も
探

さ
な
い
人
は
累
積
６
５
５
０

万
人
で
、
１
年
前
よ
り

１
０
０
万
人
増
え
て
い
る
。

　

民
間
企
業
で
の
正
規
雇
用

者
は
３
３
０
０
万
人
で
、
前

期
比
０
・６
％（
１
９
万
３
千

人
）
増
だ
が
、
昨
年
同
期
比

１
・
３
％
（
４
４
万
４
千
人
）

減
っ
た
。
非
正
規
雇
用
者
は

１
１
２
０
万
人
で
、
昨
年
同

期
比
４
％
（
４
３
万
５
千

人
強
）
増
。
自
営
業
は

２
３
３
０
万
人
で
前
期
比

１
・
５
％
増
。
昨
年
同
期
比

よ
り
１
・９
％
増
え
た
。

　

雇
用
主
は
４
４
０
万
人
で

前
期
と
ほ
ぼ
同
数
だ
っ
た
。

こ
の
数
は
、
昨
年
同
期
比
で

は
５
・
２
％
（
２
２
万
人
）

増
と
な
る
。

　

８
月
の
雇
用
創
出
は

１
１
万
４
３
１
人
で
、
５

年
間
で
最
良
の
８
月
と

な
っ
た
。
今
年
の
累
積
は

５
６
万
８
５
０
０
人
の
雇
用

創
出
と
な
っ
た
が
、
希
望
し

た
日
数
や
時
間
数
働
け
ず
、

不
満
を
感
じ
て
い
る
労
働
者

も
相
当
数
い
る
よ
う
だ
。

　

大
統
領
選
の
現
状
と
は
裏

腹
に
、
知
事
選
の
世
論
調
査

で
は
、民
主
運
動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）

や
民
主
社
会
党（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）

と
い
っ
た
中
道
が
、
連
邦
直

轄
区
を
含
む
全
２
７
州
中
、

半
分
以
上
で
首
位
に
立
っ
て

い
る
と
、
９
月
３
０
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

大
統
領
選
で
は
ジ
ャ
イ
ー

ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
（
社
会

自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
と
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
・
ハ
ダ
ジ
氏
（
労

働
者
党
・
Ｐ
Ｔ
）
の
対
決
が

注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
知
事

選
に
目
を
転
じ
、
現
時
点
で

最
も
支
持
率
の
高
い
候
補
者

を
割
り
出
し
て
い
く
と
、
そ

の
様
相
が
全
く
異
な
り
、
そ

の
中
の
１
６
人
が
中
道
系
候

補
だ
と
い
う
。

　

１
６
人
の
内
訳
を
見
る

と
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
５
人
、
Ｍ
Ｄ

Ｂ
４
人
、民
主
党
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）

３
人
、
社
会
民
主
党
（
Ｐ
Ｓ

Ｄ
）、
進
歩
党
（
Ｐ
Ｐ
）、
社

会
人
道
党
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）、
社

会
秩
序
共
和
党（
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
）

各
１
人
だ
。

　

こ
の
中
で
Ｍ
Ｄ
Ｂ
と
Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｓ
以
外
は
、
大
統
領
選
で

ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン

氏
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
を
支
持
し

て
い
る
政
党
だ
。
Ｍ
Ｄ
Ｂ
は

同
党
の
エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ

レ
ス
氏
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
は
ハ
ダ

ジ
氏
と
連
立
し
て
い
る
。

　

残
る
１
１
州
は
左
派
で
、

最
も
多
い
の
は
６
人
の
ブ
ラ

ジ
ル
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）
で
、

Ｐ
Ｔ
４
人
、
ハ
ダ
ジ
氏
の
副

候
補
，
マ
ヌ
エ
ラ
・
ダ
ヴ
ィ

ラ
氏
の
ブ
ラ
ジ
ル
共
産
党

（
Ｐ
Ｃ
ｄ
ｏ
Ｂ
）
が
１
人
だ
。

Ｐ
Ｓ
Ｂ
は
今
回
の
大
統
領
選

は
中
立
の
立
場
を
と
っ
て
い

る
が
、
ジ
ウ
マ
大
統
領
罷
免

ま
で
の
協
力
党
の
同
党
は
地

方
選
で
Ｐ
Ｔ
と
連
立
し
て
い

る
。

　

一
方
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の

Ｐ
Ｓ
Ｌ
は
１
３
州
で
知
事
候

補
を
出
し
た
も
の
の
、
現
状

で
は
ロ
ラ
イ
マ
州
で
ア
ン
ト

ニ
オ
・
デ
ナ
リ
ウ
ム
氏
が
２

位
に
つ
け
て
い
る
の
み
で
、

１
位
の
候
補
者
は
い
な
い
。

　

た
だ
、
１
４
年
選
挙
で
知

事
が
ひ
と
り
も
い
な
か
っ
た

Ｄ
Ｅ
Ｍ
が
保
守
色
を
強
め
て

３
人
の
知
事
獲
得
が
有
力
に

な
る
な
ど
、
将
来
的
な
変
化

も
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

　

な
お
、「
決
選
投
票
に
残

り
そ
う
な
候
補
の
数
」
で
見

て
み
る
と
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
が
８

人
、
Ｐ
Ｔ
、
Ｐ
Ｓ
Ｂ
、
Ｍ
Ｄ

Ｂ
が
７
人
ず
つ
、
Ｄ
Ｅ
Ｍ
と

Ｐ
Ｄ
Ｔ
（
民
主
労
働
党
）
が

５
人
ず
つ
で
多
い
。

　

１
９
５
０
年
代
に
一
世
を

風
微
し
、
長
き
に
わ
た
り
活

躍
し
て
き
た
女
性
歌
手
、
ア

ン
ジ
ェ
ラ
・
マ
リ
ア
が
９
月

２
９
日
、
入
院
先
の
聖
市
の

病
院
で
心
不
全
の
た
め
に
亡

く
な
っ
た
。
８
９
歳
だ
っ
た
。

１
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い

る
。

　

１
９
２
９
年
に
リ
オ
で
生

ま
れ
た
ア
ン
ジ
ェ
ラ
は
、
１
８

歳
だ
っ
た
１
９
４
７
年
か
ら

歌
手
活
動
を
は
じ
め
た
。

　

彼
女
は
早
く
か
ら
注
目
を

集
め
、
そ
の
歌
声
は
こ
の
当

時
全
盛
だ
っ
た
ラ
ジ
オ
に
乗
っ

て
よ
く
流
れ
、
次
第
に
「
ラ

ジ
オ
の
女
王
」
と
の
異
名
を

取
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

彼
女
は
、
こ
の
当
時
の
流

行
の
サ
ン
バ
、「
サ
ン
バ
・
カ

ン
ソ
ン
」
の
主
要
な
歌
い
手

と
し
て
、
ノ
ラ
・
ネ
イ
や
マ

イ
ー
ザ
、
ド
ロ
レ
ス
・
ド
ゥ
ラ

ン
と
い
っ
た
女
性
歌
手
た
ち

と
共
に
ヒ
ッ
ト
曲
を
飛
ば
し
、

音
楽
界
を
に
ぎ
わ
せ
た
。

　

ま
た
、
１
９
５
５
年
か

ら
は
映
画
に
も
頻
繁
に
出
演

し
、
人
気
絶
頂
だ
っ
た
１
９

５
６
〜
５
７
年
に
は
年
に
５

〜
６
本
出
演
す
る
な
ど
、
銀

幕
で
も
人
気
も
の
だ
っ
た
。

　

彼
女
は
エ
リ
ス
・
レ
ジ
ー

ナ
や
マ
リ
ア
・
ベ
タ
ー
ニ
ア
と

い
っ
た
後
の
大
物
女
性
歌
手

が
、
そ
の
影
響
源
と
し
て
頻

繁
に
名
前
を
挙
げ
る
存
在
で

も
あ
っ
た
。

　

近
年
も
元
気
に
活
動
を
続

け
、
２
０
１
７
年
に
は
ア
ル

バ
ム
も
発
表
し
て
い
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

10月1日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.0183  R$
買　4.0176  R$

円相場
売　0.0353  R$
買　0.0353  R$

週末に二極化が激化

８
月
の
失
業
率
は
や
や
低
下

意
に
反
す
る
条
件
の
労
働
者
増

大
統
領
選
と
は
全
く
異
な
る

大統領選移
植
用
の
臓
器
提
供
増
え
る

（２）２０１８年 第５０９４号 １０月 ２日 （火曜日）

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
マ
リ
ア
死
去

エ
リ
ス
・
レ
ジ
ー
ナ
ら
に
も
影
響

女 性 歌 手
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Este ano de 2018 é também o da eleição do presidente
da República, governo do Estado, senador, deputados
federal e estadual. Nós exercemos o direito de voto para
eleger os nossos cinco representantes.
 Entretanto, com quase metade dos políticos brasileiros
processados judicialmente por corrupção, propinas,
superfaturamento de obras, fatos esses amplamente
noticiados pela mídia, os cidadãos conscientes sentem-
se desmotivados e vêem o Brasil com péssimas
perspectivas no âmbito político. De outro lado, com a
agricultura e a indústria pujantes ao longo dos últimos
cinqüenta anos, o futuro se apresenta no mar de rosas.
 Assim eu penso sobre o momento atual e quero enviar
aos senhores leitores o sonho e a esperança para tornar
a vida maravilhosa e então parodiei a poesia do poeta
Kenji Miyazawa e intitulei: “O tratado de eleição dos
candidatos da Terra da Utopia”:
 “Vencendo a chuva, o vento
A seca e a geada do inverno,
Com o corpo sadio, sem ganância e sem ira,
Sempre sorrindo serenamente,
Saboreando o arroz, o feijão,
Ovo e um pouco de verdura,
Sem medir esforço vejo tudo ao meu redor nada
esquecendo.
Vivendo numa pequena cabana de sapê
No campo à sombra do ipê frondoso,
A leste, à criança doente presto assistência,
A oeste, à mãe fatigada carrego-lhe a bagagem,
Ao sul, se há pessoa doente levo o consolo e palavras
de otimismo.
Ao norte, se há litigio e processo, aparto-lhe o embate,
Na seca do verão chorando em lágrimas,
Na geada do inverno vagando sem rumo,
Sendo por todos chamado de inepto,
Sem elogio nem tampouco elogiado,
Candidato assim eu serei...”

Se esse poema ler e praticar, mesmo que político não
consiga me eleger, a doença de Alzheimer você afastará.
Isso eu lhe asseguro.
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を
殺こ

ろ

す
映え

い

像ぞ
う

な
ど
あ
り
ふ
れ

て
い
る
」
と
い
う
声こ

え

も
あ
る
。

だ
が
、
映え

い

画が

の
よ
う
な
作つ

く

り

物も
の

で
は
な
く
、
本ほ

ん

物も
の

の
殺さ

つ

人じ
ん

映え
い

像ぞ
う

が
選せ

ん

挙き
ょ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

使つ
か

わ
れ
て
い
る
の
は
、
世せ

界か
い

で
も
珍め

ず
ら
し
い
の
で
は
な
い
か
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
治ち

安あ
ん

問も
ん

題だ
い

の
深し

ん

刻こ
く

さ
を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
う

的て
き

に
表あ

ら
わ
す
現げ

ん

実じ
つ

だ
。

　
『
人ひ

と

の
命い

の
ち
は
地ち

球き
ゅ
うよ
り
重お

も

い
』
な
ど
と
首し

ゅ

相し
ょ
うが
言い

う
国く

に

で
育そ

だ

っ
た
コ
ラ
ム
子し

に
と
っ
て

は
、
こ
の
映え

い

像ぞ
う

の
シ
ョ
ッ
ク

は
大お

お

き
い
。
こ
の
言こ

と

葉ば

は
、

１
９
７
７
年ね

ん

に
起お

き
た
日に

本ほ
ん

赤せ
き

軍ぐ
ん

に
よ
る
ダ
ッ
カ
で
の
日に

っ

航こ
う

機き

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事じ

件け
ん

の
時と

き

、

犯は
ん

行こ
う

グ
ル
ー
プ
が
高こ

う

額が
く

の
身み

の

代し
ろ

金き
ん

と
服ふ

く

役え
き

中ち
ゅ
うの
過か

激げ
き

派は

解か
い

放ほ
う

な
ど
を
要よ

う

求き
ゅ
うし
た
際さ

い

に
、

時と
き

の
福ふ

く

田だ

赳た
け

夫お

首し
ゅ

相し
ょ
うが
言い

っ

た
言こ

と

葉ば

だ
。

　

日に

本ほ
ん

で
は
「
性せ

い

善ぜ
ん

説せ
つ

」
が

一い
っ

般ぱ
ん

的て
き

で
、
ど
ん
な
悪あ

く

人に
ん

で

の
国く

に

だ
か
ら
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

に
考か

ん
が
え

方か
た

が
違ち

が

う
。
犯は

ん

罪ざ
い

者し
ゃ

を
再さ

い

教
き
ょ
う

育い
く

し
て
真ま

っ
当と

う

な
人に

ん

間げ
ん

に
す

る
試こ

こ
ろ

み
は
奨

し
ょ
う

励れ
い

さ
れ
る
が
、

更こ
う

生せ
い

す
る
確か

く

率り
つ

が
高た

か

く
な
い

こ
と
は
暗あ

ん

黙も
く

の
了

り
ょ
う

解か
い

だ
。
だ

か
ら
面め

ん

倒ど
う

な
裁さ

い

判ば
ん

な
ど
に
か

け
ず
、
現げ

ん

場ば

で
警け

い

察さ
つ

が
現げ

ん

行こ
う

犯は
ん

と
し
て
バ
ン
バ
ン
殺こ

ろ

す
。
現げ

ん

行こ
う

犯は
ん

で
殺こ

ろ

す
分ぶ

ん

に
は
、
サ
ス

ト
レ
氏し

の
よ
う
に
英え

い

雄ゆ
う

扱あ
つ
かい

を
受う

け
る
。に
も
か
か
わ
ら
ず

「
残ざ

ん

酷こ
く

だ
」
と
い
っ
て
死し

刑け
い

は

ら
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

立り
っ

候こ
う

補ほ

に
い
た

っ
た
。

　

同ど
う

党と
う

は
「
５
０
万ま

ん

票ぴ
ょ
う

獲か
く

得と
く

は
固か

た

い
」
と
踏ふ

ん
で
い
る

と
５
月が

つ

２
９
日に

ち

付づ
け

エ
ス
タ
ー

ド
紙し

が
報ほ

う

じ
て
い
る
。
党と

う

に

よ
る
が
、
１
０
万ま

ん

票ぴ
ょ
う

余あ
ま

り
あ

れ
ば
当と

う

選せ
ん

確か
く

実じ
つ

と
言い

わ
れ
る
。

同ど
う

党と
う

泡ほ
う

沫ま
つ

候こ
う

補ほ

を
３
人に

ん

ほ
ど

道み
ち

連づ

れ
に
当と

う

選せ
ん

さ
せ
ら
れ
る

得と
く

票ひ
ょ
うの
多お

お

さ
だ
。
だ
が
、
ま

っ
と
う
に
考か

ん
が
え
れ
ば
、
彼か

の

女じ
ょ

は
軍ぐ

ん

警け
い

下か

士し

官か
ん

の
中な

か

で
も
一い

ち

番ば
ん

下し
た

の
伍ご

長ち
ょ
うで
あ
り
、
何な

ん

の

政せ
い

治じ

経け
い

験け
ん

も
な
い
。
そ
れ
が

強ご
う

盗と
う

を
射う

ち
殺こ

ろ

し
た
人に

ん

気き

だ

け
で
祭ま

つ

り
上あ

げ
ら
れ
る
構こ

う

図ず

に
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
人に

ん

気き

と
同お

な

じ
選せ

ん

挙き
ょ

体た
い

質し
つ

を
感か

ん

じ
る
。

▼
チ
リ
リ
ッ
カ
は
当と

う

選せ
ん

す
る
べ

き
か
？

左さ

翼よ
く

の
問も

ん

題だ
い

じ
ゃ
な
い
。
オ

デ
ブ
レ
ヒ
ト
社し

ゃ

の
リ
ス
ト
は
、

両り
ょ
う

側が
わ

に
泥ど

ろ

棒ぼ
う

が
い
る
と
証

し
ょ
う

明め
い

し
た
。
来ら

い

年ね
ん

の
選せ

ん

挙き
ょ

で
は
大お

お

掃そ
う

除じ

を
す
べ
き
」
と
実じ

つ

に
真ま

っ

当と
う

な
こ
と
を
書か

い
た
「
国こ

く

民み
ん
へ

の
手て

紙が
み

」
を
公こ

う

表ひ
ょ
うし
た
。

　

そ
の
後ご

「
も
う
政せ

い

界か
い

に
は

絶ぜ
つ

望ぼ
う

し
た
。
次つ

ぎ

の
選せ

ん

挙き
ょ

に
は

出で

な
い
」
と
ク
ソ
真ま

面じ

目め

に

公こ
う

言げ
ん

ま
で
し
て
い
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今こ

ん

回か
い

の
政せ

い

見け
ん

放ほ
う

送そ
う

（h
ttp

s://
g

o
o

.g
l/seq

sq
H

）
で

「
誰だ

れ

が
戻も

ど

っ
て
来き

た
か
分わ

か

る
～
？　

ボ
ク
だ
よ
、
チ
リ

リ
ッ
カ
だ
よ
～
。
ア
ナ
タ
を

だ
ま
し
た
ん
だ
よ
～
」
と

堂ど
う

々ど
う

と
や
っ
た
の
を
見み

て
、

開あ

い
た
口く

ち

が
ふ
さ
が
ら
な
か
っ

た
。

　

議ぎ

会か
い

で
は
ク
ソ
面お

も

白し
ろ

く
な

い
顔か

お

を
し
て
い
る
彼か

れ

が
、
選せ

ん

も
刑け

い

務む

所し
ょ

で
再さ

い

教き
ょ
う

育い
く

さ
れ
れ

ば
回か

い

心し
ん

で
き
る
と
信し

ん

じ
ら
れ

て
い
る
部ぶ

分ぶ
ん

が
あ
る
。
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
こ
と
に
、
そ
れ
に
も
関か

か

わ
ら
ず
死し

刑け
い

が
あ
る
。
現げ

ん

行こ
う

犯は
ん

で
も
犯は

ん

人に
ん

が
現げ

ん

場ば

で
撃う

ち

殺こ
ろ

さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
容よ

う

疑ぎ

者し
ゃ

は
み
な
裁さ

い

判ば
ん

を
受う

け
て

２
０
年ね

ん

、
３
０
年ね

ん

も
か
け
て

上じ
ょ
う

告こ
く

、
控こ

う

訴そ

の
末す

え

に
よ
う
や

く
死し

刑け
い

に
な
る
。
そ
れ
で
も

死し

刑け
い

制せ
い

度ど

に
批ひ

判は
ん

が
あ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
「
性せ

い

悪あ
く

説せ
つ

」

樹  

海

大だ

い

統と

う

領り

ょ

う

選せ

ん

の
候こ

う

補ほ

陣じ

ん

営え

い

を

隔へ

だ

て
る
〃
バ
カ
の
壁か

べ

〃

ハダジ大
だい

統
とう

領
りょう

候
こう

補
ほ

（Ricardo Stuckert）

じ
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
か
い

ブ
ラ
ジ
ル
の
縮

し
ゅ
く

図ず

だ
」
と
痛つ

う

感か
ん

さ
せ
ら
れ
る
。
見み

て
い
て

一い
ち

番ば
ん

〃
痛い

た

い
〃
映え

い

像ぞ
う

は
、
文も

ん

句く

な
し
に
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

候こ
う

補ほ

の

カ
チ
ア
・
サ
ス
ト
レ
氏し

の
も

の
（h

ttp
s://g

o
o

.g
l/

J7
9

5
F8

）
だ
。

　

今こ

年と
し

５
月が

つ

１
３
日に

ち

朝あ
さ

８

時じ

、
ス
ザ
ノ
市し

の
学が

っ

校こ
う

の
前ま

え

で
校こ

う

門も
ん

が
開あ

く
の
を
待ま

っ
て
い

た
母は

は

親お
や

や
子こ

供ど
も

を
、
ピ
ス
ト

ル
を
持も

っ
た
強ご

う

盗と
う

が
襲お

そ

っ
た
。

そ
の
母は

は

親お
や

の
中な

か

に
、
私し

服ふ
く

姿
す
が
た

の
軍ぐ

ん

警け
い

伍ご

長ち
ょ
う（
カ
ー
ボ
）
の

サ
ス
ト
レ
氏し

が
お
り
、
即そ

く

座ざ

に
強ご

う

盗と
う

を
撃う

っ
た
。
強ご

う

盗と
う

は

銃じ
ゅ
う

弾だ
ん

を
受う

け
て
倒た

お

れ
込こ

む
。

彼か
の

女じ
ょ

は
銃

じ
ゅ
う

口こ
う

を
向む

け
た
ま
ま

「
銃じ

ゅ
う
を
放は

な

し
な
さ
い
！
」「
後う

し

ろ
向む

き
に
な
っ
て
手て

を
上う

え

に
！
」
と
続つ

づ

け
ざ
ま
に
命め

い

令れ
い

し
、
強ご

う

盗と
う

が
手て

放ば
な

し
た
銃じ

ゅ
う
を

確か
く

保ほ

す
る
。

　

学が
っ

校こ
う

の
防ぼ

う

犯は
ん

カ
メ
ラ
だ
ろ

う
か
。
そ
ん
な
生な

ま
な
ま々

し
い
現げ

ん

場ば

映え
い

像ぞ
う

が
事じ

件け
ん

直ち
ょ
く

後ご

か
ら
ネ

ッ
ト
に
出で

回ま
わ

っ
て
い
た
。
そ
の

強ご
う

盗と
う

は
病

び
ょ
う

院い
ん

に
運は

こ

ば
れ
た
が

死し

亡ぼ
う

。
正せ

い

当と
う

防ぼ
う

衛え
い

と
は
言い

え
、

殺さ
つ

人じ
ん

映え
い

像ぞ
う

そ
の
も
の
だ
。
そ

れ
が
ボ
カ
シ
も
か
け
ら
れ
ず

に
、
子こ

供ど
も

も
見み

ら
れ
る
時じ

間か
ん

に
選せ

ん

挙き
ょ

放ほ
う

送そ
う

と
し
て
堂ど

う

々ど
う

と

テ
レ
ビ
に
流な

が

れ
て
い
る
。

　
「
い
ま
ど
き
ゲ
ー
ム
や
映え

い

画が

や
テ
レ
ビ
番ば

ん

組ぐ
み

な
ど
で
人ひ

と

今こ
ん

回か
い

も
フ
ザ
ケ
ま
く
っ
た
宣せ

ん

伝で
ん

映え
い

像ぞ
う

を
連れ

ん

発ぱ
つ

だ
。「
普ふ

通つ
う

の

政せ
い

治じ

家か

は
選せ

ん

挙き
ょ

の
時と

き

だ
け
真ま

面じ

目め

ぶ
っ
て
、
当と

う

選せ
ん

し
た
ら

議ぎ

会か
い

で
パ
リ
ャ
ッ
ソ
に
な
る
。

だ
が
、
チ
リ
リ
ッ
カ
は
逆ぎ

ゃ
く」
と

の
声こ

え

が
聞き

こ
え
る
。

　

Ｐ
Ｒ
は
こ
の
二ふ

た

人り

の
お
か

げ
で
大だ

い

躍や
く

進し
ん

す
る
か
も
し
れ

な
い
。
日に

本ほ
ん

で
も
芸げ

い

能の
う

人じ
ん

、

ス
ポ
ー
ツ
選せ

ん

手し
ゅ

が
政せ

い

治じ

家か

に

な
る
例れ

い

は
多お

お

い
が
、
こ
の
二ふ

た

人り

ほ
ど
尖と

が

っ
た
特と

く

徴ち
ょ
うを
持も

つ

候こ
う

補ほ

は
珍め

ず
ら
し
い
。
ブ
ラ
ジ
ル

の
〃
お
国く

に

柄が
ら

〃
を
良よ

く
現あ

ら
わ
し

て
い
る
の
で
は
。

▼
人に

ん

気き

だ
け
で
当と

う

選せ
ん

す
る
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くな
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

制せ
い

度ど

　

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

挙き
ょ

の
方ほ

う

も
、
制せ

い

度ど

の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

性せ
い

が
明あ

き

ら
か
だ
。

議ぎ

会か
い

に
し
っ
か
り
と
し
た
基き

盤ば
ん

の
な
い
候こ

う

補ほ

が
大だ

い

統と
う

領
り
ょ
う

に
な
っ
た
ら
、
ど
う
や
っ
て
法ほ

う

案あ
ん

を
連れ

ん

邦ぽ
う

議ぎ

会か
い

で
通と

お

す
の
か
。

安あ
ん

定て
い

的て
き

な
議ぎ

会か
い

運う
ん

営え
い

が
で
き

る
の
か
。
コ
ロ
ル
の
時と

き

も
そ
う

だ
っ
た
が
、
い
ず
れ
罷ひ

免め
ん

さ
れ

て
終お

わ
る
か
も
…
。
た
っ
た

８
人に

ん

し
か
下か

議ぎ

が
い
な
い
Ｐ

Ｓ
Ｌ
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
が
ト
ッ
プ

独ど
く

走そ
う

を
続つ

づ

け
る
様よ

う

子す

か
ら
は
、

そ
の
よ
う
な
後あ

と

先さ
き

を
考か

ん
が
え
な

い
有ゆ

う

権け
ん

者し
ゃ

の
意い

識し
き

が
伺う

か
がえ
る
。

　

決け
っ

選せ
ん

投と
う

票ひ
ょ
うで
勝か

ち
馬う

ま

に
乗の

ろ
う
と
寄よ

っ
て
来き

た
大お

お

型が
た

政せ
い

党と
う

が
、
結け

っ

局き
ょ
くは
彼か

れ

を
操あ

や
つ
る
よ

う
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
問も

ん

題だ
い

点て
ん

の
一ひ

と

つ
は
、
良よ

く
も
悪わ

る

く
も
、
有ゆ

う

権け
ん

者し
ゃ

の
一い

っ

票ぴ
ょ
うが
全す

べ

て
を
左さ

右ゆ
う

す
る
と
い
う
点て

ん

だ
。
つ
ま
り
、

国こ
く

民み
ん

の
倫り

ん

理り

観か
ん

や
社し

ゃ

会か
い

問も
ん

題だ
い

の
理り

解か
い

度ど

が
低ひ

く

く
、
候こ

う

補ほ

者し
ゃ

の
経け

い

歴れ
き

や
実じ

つ

力り
ょ
くを
し
っ
か
り

と
評

ひ
ょ
う

価か

す
る
力ち

か
ら

が
弱よ

わ

い
と
、

安あ
ん

易い

な
人に

ん

気き

投と
う

票ひ
ょ
うに
陥お

ち
い
り
が

ち
だ
。

　

そ
の
結け

っ

果か

が
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

の
支し

持じ

率り
つ

そ
の
も
の
で
は
な
い

か
。
な
ん
の
政せ

い

権け
ん

的て
き

な
基き

礎そ

も
持も

た
な
い
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
が

独ど
く

走そ
う

を
続つ

づ

け
、
ル
ー
ラ
人に

ん

気き

を
引ひ

き
継つ

い
だ
だ
け
の
ハ
ダ

ジ
が
猛も

う

烈れ
つ

な
追お

い
上あ

げ
を
し
、

少し
ょ
う

々し
ょ
う

理り

屈く
つ

が
難む

ず
か
し
い
戦せ

ん

略
り
ゃ
く

投と
う

票ひ
ょ
うは
さ
ほ
ど
増ふ

え
な
い
。

　

ハ
ダ
ジ
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
両

り
ょ
う

陣じ
ん

営え
い

を
支し

持じ

す
る
層そ

う

は
、
ま

っ
た
く
お
互た

が

い
の
こ
と
を
理り

解か
い

し
よ
う
と
し
な
い
。
お
互た

が

い
に
思し

考こ
う

停て
い

止し

状じ
ょ
う

態た
い

に
な
っ

て
い
る
気き

が
す
る
。
つ
ま
り
、

高た
か

い
、
高た

か

い
〃
バ
カ
の
壁か

べ

〃

が
そ
び
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
今い

ま

の
ま
ま
の
選せ

ん

挙き
ょ

状じ
ょ
う

勢せ
い

が
続つ

づ

け
ば
、
７
割わ

り

が

た
Ｐ
Ｔ
政せ

い

権け
ん

が
戻も

ど

る
公こ

う

算さ
ん

が

高た
か

い
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
最さ

い

後ご

の
大だ

い

逆ぎ
ゃ
く

転て
ん

劇げ
き

も
怒お

こ

る
可か

能の
う

性せ
い

は
残の

こ

さ
れ
て
い
る
が
…
。

▼
「
難む

ず
か
し
い
選せ

ん

挙き
ょ

」
だ
か
ら

こ
そ
日に

っ

系け
い

候こ
う

補ほ

を

　

現げ
ん

状じ
ょ
うか
ら
断だ

ん

言げ
ん

で
き
る
数か

ず

少す
く

な
い
こ
と
の
一ひ

と
つ
は
、「
ブ

ラ
ジ
ル
国こ

く

民み
ん

の
多お

お

く
は
汚お

職
し
ょ
く

を
悪わ

る

い
と
思お

も

っ
て
い
な
い
」
こ

と
だ
。
そ
こ
に
日に

っ

系け
い

政せ
い

治じ

家か

が
増ふ

え
る
意い

味み

が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
少す

こ

し
で
も
ブ
ラ
ジ

ル
政せ

い

界か
い

に
倫り

ん

理り

観か
ん

を
持も

ち
込こ

み
、
左さ

派は

で
も
極

き
ょ
く

右う

思し

想そ
う

で

も
な
い
中

ち
ゅ
う

道ど
う

的て
き

な
あ
り
か
た
、

中ち
ゅ
う

庸よ
う

思し

想そ
う

を
政せ

い

治じ

的て
き

に
広ひ

ろ

め

る
こ
と
が
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
役や

く

割わ
り

だ
と
思お

も

う
。

　

ど
の
日に

っ

系け
い

候こ
う

補ほ

に
聞き

い
て

も
「
有ゆ

う

権け
ん

者し
ゃ

は
み
ん
な
、
政せ

い

治じ

家か

は
汚お

職し
ょ
くま
み
れ
だ
か
ら
、

誰だ
れ

に
も
投と

う

票ひ
ょ
うし
た
く
な
い
と

考か
ん
がえ
て
い
る
。
今こ

ん

回か
い

の
選せ

ん

挙き
ょ

は
難む

ず
か
し
い
」
と
口く

ち

を
そ
ろ
え

る
。
で
も
、
そ
ん
な
今い

ま

だ
か

ら
こ
そ
、
日に

っ

系け
い

候こ
う

補ほ
う

を
よ
り

多お
お

く
当と

う

選せ
ｎ

さ
せ
る
こ
と
が
政せ

い

界か
い

に
信し

ん

頼ら
い

感か
ん

を
取と

り
戻も

ど

す
キ

ッ
カ
ケ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

　

た
く
さ
ん
の
日に

っ

系け
い

政せ
い

治じ

家か

が
生う

ま
れ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら

切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
て
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに

な
れ
そ
う
な
器う

つ
わ
も
い
ず
れ
出で

て
く
る
だ
ろ
う
。

　

一い
っ

般ぱ
ん

的て
き

に
は
「
ブ
ラ
ジ
ル

が
良よ

く
な
ら
な
い
の
は
政せ

い

治じ

家か

が
悪わ

る

い
か
ら
」
と
い
う
他ひ

人と

事ご
と

の
よ
う
な
声こ

え

を
聞き

く
が
、

後あ
と

先さ
き

を
考か

ん
が
え
ず
に
そ
ん
な
政せ

い

治じ

家か

を
選え

ら

ん
だ
有ゆ

う

権け
ん

者し
ゃ

の
方ほ

う

に
こ
そ
本ほ

ん

当と
う

の
原げ

ん

因い
ん

が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
も
っ
と
し
っ
か

り
と
認に

ん

識し
き

さ
れ
て
も
い
い
。
と

は
い
え
、
そ
の
〃
認に

ん

識し
き

の
壁か

べ

〃
こ
そ
が
問も

ん

題だ
い

な
の
だ
が
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
深ふ

か

）

ボウソナロ大
だい

統
とう

領
りょう

候
こう

補
ほ

（foto: Marcelo Camargo/Agencia Brasil）

軍
ぐん

警
けい

のカチア・サストレ氏
し

が連
れん

邦
ぽう

下
か

議
ぎ

候
こう

補
ほ

の選
せん

挙
きょ

運
うん

動
どう

に使
つか

っている映
えい

像
ぞう

（https://

goo.gl/J795F8）

goo.gl/Fvw
SR

P

）
に

よ
れ
ば
、
ダ
ッ
タ
・
フ
ォ

ー
リ
ャ
社し

ゃ

の
調

ち
ょ
う

査さ

で
、
ブ

ラ
ジ
ル
国こ

く

民み
ん

の
６
０
％

が
「ban

dido bom
 é 

bandido m
orto

」（
良よ

い
悪あ

く

党と
う

は
、死し

ん
だ
悪あ

く

党と
う

だ
）

と
い
う
言こ

と

葉ば

に
賛さ

ん

成せ
い

し
て
い

る
。
国こ

く

民み
ん

の
６
６
％
は
「
強ご

う

盗と
う

に
襲お

そ

わ
れ
て
死し

ぬ
恐

き
ょ
う

怖ふ

を

感か
ん

じ
て
い
る
」
と
答こ

た

え
て
い

る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
「
警け

い

官か
ん

が
『
悪あ

く

党と
う

を
殺こ

ろ

す
』
こ
と
は

善ぜ
ん

で
あ
る
」
こ
と
が
常

じ
ょ
う

識し
き

と

な
る
。

　

サ
ス
ト
レ
氏し

に
は
事じ

件け
ん

直ち
ょ
く

後ご

か
ら
称

し
ょ
う

賛さ
ん

が
集あ

つ

ま
っ
て

い
た
。
マ
ル
シ
オ
・
フ
ラ
ン

サ
聖せ

い

州し
ゅ
う

知ち

事じ

は
事じ

件け
ん

の
起お

き
た
日ひ

が
「
母は

は

の
日ひ

」
だ
っ

た
の
で
、「
軍ぐ

ん

警け
い

の
母は

は

」
と

し
て
彼か

の

女じ
ょ

を
顕け

ん

彰し
ょ
うす
る
セ
レ

モ
ニ
ー
ま
で
行

お
こ
な

っ
た
。
そ
の

流な
が

れ
で
共

き
ょ
う

和わ

党と
う

（
Ｐ
Ｒ
）
か

　

お
な
じ
Ｐ
Ｒ
に
は
、
あ
の

道ど
う

化け

連れ
ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

の
チ
リ
リ
ッ

カ
が
い
る
。

　

２
０
１
０
年ね

ん

１
０
月が

つ

の
選せ

ん

挙き
ょ

で
は
、
な
ん
と

１
３
４
万ま

ん

８
千せ

ん

票ぴ
ょ
うと
い
う
最さ

い

多た

得と
く

票ひ
ょ
うを
獲か

く

得と
く

し
た
。
彼か

れ

に

投と
う

票ひ
ょ
うし
た
有ゆ

う

権け
ん

者し
ゃ

は
、本ほ

ん

物も
の

の

「
パ
リ
ャ
ッ
ソ
」（
ピ
エ
ロ
）
を

連れ
ん

邦ぽ
う

議ぎ

会か
い

に
送お

く

り
込こ

む
こ
と

で
、
政せ

い

界か
い

の
茶ち

ゃ

番ば
ん

劇げ
き

振ぶ

り
を

批ひ

判は
ん

す
る
〃
批ひ

判は
ん

票ひ
ょ
う

〃
の
気き

持も

ち
を
込こ

め
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
ピ
エ
ロ
の
は
ず
の

チ
リ
リ
ッ
カ
は
、
最も

っ
と
も
議ぎ

会か
い

出し
ゅ
っ

席せ
き

率り
つ

が
高た

か

い
〃
真ま

面じ

目め

な

政せ
い

治じ

家か

〃
に
化ば

け
、「
下げ

界か
い

の

パ
リ
ャ
ッ
ソ
で
す
ら
政せ

い

界か
い

で
は

真ま

面じ

目め

な
部ぶ

類る
い

に
入は

い

る
」
と

揶や

揄ゆ

さ
れ
た
。
チ
リ
リ
ッ
カ

は
ペ
ト
ロ
ロ
ン
汚お

職し
ょ
くが
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に

暴あ
ば

か
れ
て
い
る
昨さ

く

年ね
ん

、
政せ

い

界か
い

は
ヒ
ド
イ
と
憤ふ

ん

慨が
い

し
「
議ぎ

会か
い

は
金か

ね

の
亡も

う

者じ
ゃ

ば
か
り
。
右う

翼よ
く

、
挙き

ょ

の
時と

き

だ
け
ピ
エ
ロ
に
戻も

ど

る
。

チリリッカ候
こう

補
ほ

の選
せん

挙
きょ

映
えい

像
ぞう

（https://goo.gl/seqsqH）

拡
か く

大
だ い

版
ば ん

陣じ
ん

営え
い

と
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

勢せ
い

力り
ょ
くも
そ
う

か
も
し
れ
な
い
。
ル
ー
ラ
信し

ん

者じ
ゃ

も
し
か
り
。
マ
ス
コ
ミ
が

ど
ん
な
批ひ

判は
ん

や
汚お

職し
ょ
く

疑ぎ

惑わ
く

を

報ほ
う

道ど
う

し
て
も
、
ど
ん
な
ス
キ

ャ
ン
ダ
ル
が
湧わ

き
出だ

し
て
も
、

支し

持じ

層そ
う

は
自じ

分ぶ
ん

の
考か

ん
が
え
を
変か

え
な
い
。

▼
本ほ

ん

物も
の

の
殺さ

つ

人じ
ん

映え
い

像ぞ
う

が
選せ

ん

挙き
ょ

宣せ
ん

伝で
ん

で
使つ

か

わ
れ
る
意い

味み

　

毎ま
い

日に
ち

、
Ｔ
Ｖ
選せ

ん

挙き
ょ

放ほ
う

送そ
う

を
見み

せ
ら
れ
な
が
ら
、
良よ

く

も
悪わ

る

く
も
、
こ
れ
は
「
今い

ま

の

止し

を
招ま

ね

く
。
安あ

ん

易い

に
「
わ
か

る
」「
絶ぜ

っ

対た
い

の
真し

ん

実じ
つ

が
あ
る
」

と
思お

も

い
込こ

ん
で
は
、
強

き
ょ
う

固こ

な

「
壁か

べ

」
の
中な

か

に
住す

む
こ
と
に

な
る
と
戒い

ま
しめ
て
い
る
》

　

言い

い
方か

た

を
替か

え
れ
ば
、
人ひ

と

は
自じ

分ぶ
ん

の
理り

解か
い

力り
ょ
くの
範は

ん

囲い

内な
い

で
し
か
、
目め

の
前ま

え

に
起お

き
て

い
る
こ
と
を
認に

ん

識し
き

で
き
な
い
。

た
と
え
、
目め

の
前ま

え

で
〃
事じ

件け
ん

〃
が
起お

き
て
い
て
も
、
Ａ
さ

ん
と
Ｂ
さ
ん
で
は
解か

い

釈し
ゃ
くが
異こ

と

な
る
。
見み

る
人ひ

と

に
よ
っ
て
、
ま

っ
た
く
別べ

つ

の
解か

い

釈し
ゃ
くが
一ひ

と
つ
の
出で

来き

事ご
と

に
関か

ん

し
て
起お

き
て
し
ま

う
。

　
「
バ
カ
の
壁か

べ

」
は
今い

ま

の
ブ
ラ

ジ
ル
の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

を
巡め

ぐ

る
選せ

ん

挙き
ょ

情じ
ょ
う

勢せ
い

を
言い

い
当あ

て
る
言こ

と

葉ば

に
思お

も

え
て
な
ら
な
い
。
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
、
Ｐ
Ｔ
各か

く

陣じ
ん

営え
い

は
、
お

互た
が

い
に
「
絶ぜ

っ

対た
い

の
真し

ん

実じ
つ

が
自じ

分ぶ
ん

に
あ
る
」
と
思お

も

い
込こ

ん
で

強き
ょ
う

固こ

な
「
壁か

べ

」
の
中な

か

に
住す

ん

で
い
る
。

　

い
や
、
米べ

い

国こ
く

の
ト
ラ
ン
プ

と
呼よ

ぶ
。

　

同ど
う

書し
ょ

の
紹

し
ょ
う

介か
い

文ぶ
ん

に
は
、
こ

う
あ
る
。《
我わ

れ

々わ
れ

人に
ん

間げ
ん

は
、

自じ

分ぶ
ん

の
脳の

う

に
入は

い

る
こ
と
し
か

理り

解か
い

で
き
な
い
。
学が

く

問も
ん

が
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

に
突つ

き
当あ

た
る
壁か

べ

は

自じ

分ぶ
ん

の
脳の

う

で
あ
る
。
著ち

ょ

者し
ゃ

は
、

こ
の
状

じ
ょ
う

態た
い

を
指さ

し
て
「
バ
カ

の
壁か

べ

」
と
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

す
る
。
知し

り

た
く
な
い
こ
と
は
自じ

主し
ゅ

的て
き

に

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
遮し

ゃ

断だ
ん

し
、
耳み

み

を
貸か

さ
な
い
と
い
う
の
も
「
バ
カ
の

壁か
べ

」
の
一い

っ

種し
ゅ

。
そ
の
延え

ん

長ち
ょ
う

線せ
ん

上じ
ょ
うに
は
民み

ん

族ぞ
く

間か
ん

の
戦せ

ん

争そ
う

や
テ

ロ
が
あ
る
と
い
う
。

　

現げ
ん

代だ
い

人じ
ん

は
い
つ
の
間ま

に
か
、

自じ

分ぶ
ん

の
周ま

わ

り
に
様さ

ま

々ざ
ま

な
「
壁か

べ

」

を
作つ

く

っ
て
し
ま
っ
た
。
例た

と

え

ば
、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

は
日ひ

び々

刻こ
っ

々こ
く

変へ
ん

化か

し
続つ

づ

け
、
そ
れ
を
受う

け
止と

め

る
人に

ん

間げ
ん

は
変へ

ん

化か

し
な
い
と
い

う
思お

も

い
込こ

み
や
、
個こ

性せ
い

や
独ど

く

創そ
う

性せ
い

を
礼ら

い

賛さ
ん

す
る
風ふ

う

潮ち
ょ
うな
ど

は
そ
の
典て

ん

型け
い

例れ
い

で
、実じ

っ

態た
い

と
は

「
あ
べ
こ
べ
」
だ
と
い
う
。

　
「
バ
カ
の
壁か

べ

」
は
思し

考こ
う

停て
い

　
「
人に

ん

間げ
ん

同ど
う

士し

が
理り

解か
い

し
あ

う
と
い
う
の
は
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

に
は

不ふ

可か

能の
う

で
あ
る
。
理り

解か
い

で

き
な
い
相あ

い

手て

を
、
人ひ

と

は
互た

が

い
に
バ
カ
だ
と
思お

も

う
」
―
―

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
バ
カ
の
壁か

べ

』

（
２
０
０
３
年ね

ん

、
養よ

う

老ろ
う

孟た
け

司し

著ち
ょ

、
新し

ん

潮ち
ょ
う

社し
ゃ

）
に
は
、
そ

う
書か

か
れ
て
い
る
。
帯お

び

に
は

「『
話は

な

せ
ば
分わ

か
る
』
な
ん
て

大お
お

ウ
ソ
！
」、
広こ

う

告こ
く

に
は
「
バ

カ
の
壁か

べ

は
誰だ

れ

に
で
も
あ
る
」

と
い
う
著ち

ょ

者し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

も
。

　

人ひ
と

に
は
「
知し

っ
て
い
る
」
と

い
う
強つ

よ

い
思お

も

い
込こ

み
が
あ
る
。

自じ

分ぶ
ん

が
知し

っ
て
い
る
と
思お

も

い
込こ

ん
で
い
る
「
壁か

べ

の
内う

ち

側が
わ

」
だ

け
で
世せ

界か
い

を
認に

ん

識し
き

し
て
お
り
、

「
壁か

べ

の
向む

こ
う
側が

わ

」
が
見み

え

な
い
、
認に

ん

識し
き

で
き
な
い
こ
と
が

あ
る
。
人ひ

と

に
よ
っ
て
は
「
壁か

べ

の
向む

こ
う
に
別べ

つ

の
世せ

界か
い

が
あ

る
と
す
ら
思お

も
っ
て
い
な
い
」
と

い
う
現げ

ん

状じ
ょ
うが
あ
る
。
そ
ん
な

理り

解か
い

の
限げ

ん

界か
い

を
、
解か

い

剖ぼ
う

学が
く

者し
ゃ

の
養よ

う

老ろ
う

孟た
け

司し

は
「
バ
カ
の
壁か

べ

」

な
い
。

　

日に
っ

伯ぱ
く

の
こ
の

相そ
う

違い

点て
ん

は
、
ま

こ
と
に
対た

い

照
し
ょ
う

的て
き

だ

　

２
０
１
６

年ね
ん

１
１
月が

つ

２

日か

付づ
け

コ
レ
イ

オ
・
ブ
ラ
ジ

リ
エ
ン
セ
紙し

（h
ttp

s://
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に
、
副ふ

く

支し

部ぶ

長ち
ょ
うに
は
ア
ン
ド

レ
ア
・
サ
フ
ァ
ジ
、
ア
ン
ナ
・

モ
ン
テ
ガ
ッ
ゾ
ツ
ォ
の
両

り
ょ
う

氏し

が

起き

用よ
う

さ
れ
て
い
る
。
田た

中な
か

支し

部ぶ

長ち
ょ
うは
「
生い

け

花ば
な

と
は
命い

の
ち

を
生い

け
る
こ
と
。
ど
の
よ
う
に
生い

け
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
花は

な

が

貴あ
な
た方
に
微ほ

ほ
え笑
ん
で
く
れ
る
の

か
。
花は

な

と
対た

い

話わ

し
、
そ
の
心

こ
こ
ろ

を
知し

り
な
さ
い
と
説と

い
て
い

る
」
と
言い

い
、「
枝え

だ

の
折お

り
方か

た

一ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
向む

き
や
角か

く

度ど

　

第だ
い

２
３
回か

い

世せ

界か
い

マ
ス
タ
ー
ズ
陸り

く

上じ
ょ
う

競き
ょ
う

技ぎ

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

が
、
９
月が

つ

４
日か

か
ら
１
６

日に
ち

ま
で
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ラ
ガ
市し

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
世せ

界か
い

１
３
０
カ
国こ

く

・
地ち

域い
き

か
ら
約や

く

８
７
０
０
人に

ん

の
選せ

ん

手し
ゅ

が
参さ

ん

加か

し
た
。
マ
ス
タ
ー
陸り

く

上じ
ょ
うブ
ラ
ジ
ル
協

き
ょ
う

会か
い

（
Ａ
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｍ
）

サ
イ
ト
の
発は

っ

表ぴ
ょ
うに
よ
れ
ば
、
伯は

っ

国こ
く

か
ら
は
選せ

ん

手し
ゅ

団だ
ん

は
６
７
人に

ん

で
計け

い

２
６
個こ

の
メ
ダ
ル
を

獲か
く

得と
く

し
た
。
う
ち
金き

ん

メ
ダ
ル
は
１
４
個こ

で
、
そ
の
中な

か

の
１
０
個こ

が
日に

っ

系け
い

選せ
ん

手し
ゅ

と
い
う
快か

い

挙き
ょ

を
成な

し
遂と

げ
た
。
今こ

ん

回か
い

参さ
ん

加か

し
た
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

・
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
伯は

っ

国こ
く

勢ぜ
い

の
約や

く

一い
ち

割わ
り

だ
が
、

１
６
個こ

も
の
メ
ダ
ル
を
獲か

く

得と
く

す
る
活か

つ

躍や
く

を
見み

せ
た
。
２
５
日に

ち

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
宮み

や

村む
ら

憲け
ん

治じ

ア

ナ
ス
ピ
・
ベ
テ
ラ
ー
ノ
会か

い

会か
い

長ち
ょ
うら
が
報ほ

う

告こ
く

し
た
。

に
よ
っ
て
そ
の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
う

は
異こ

と

な

る
も
の
。
同お

な

じ
材ざ

い

料り
ょ
う

を
使つ

か

っ

て
も
、
個こ

性せ
い

を
反は

ん

映え
い

し
た
ま

る
っ
き
り
違ち

が

う
作さ

く

品ひ
ん

に
な
る
」

の
だ
と
か
。
華か

道ど
う

の
道み

ち

を
ま
っ

し
ぐ
ら
に
歩あ

ゆ

ん
で
き
た
だ
け

に
、
そ
れ
を
通つ

う

じ
て
人ひ

と

を
見み

る
目め

も
研と

ぎ
澄す

ま
さ
れ
て
い

る
の
か
も
。

　
　
　
　
　

◎

　

Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｅ
（
国こ

く

外が
い

就
し
ゅ
う

労ろ
う

者し
ゃ

情じ
ょ
う

報ほ
う

援え
ん

護ご

セ
ン
タ
ー
、

手し
ゅ

の
タ
レ
ン
ト
）、
朝あ

さ

原は
ら

宣の
ぶ

治は
る

（
４
６
、
北

ぺ
き
ん

京
五ご

輪り
ん

４
０
０

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
銅ど

う

メ
ダ
リ

ス
ト
）
ら
が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
て
金き

ん

メ

ダ
ル
を
獲か

く

得と
く

し
た
こ
と
が
、

日に

本ほ
ん

で
は
話わ

題だ
い

に
。
だ
が
、

世せ

界か
い

記き

録ろ
く

更こ
う

新し
ん

に
は
０
・
３

秒び
ょ
う

届と
ど

か
ず
残ざ

ん

念ね
ん

な
結け

っ

果か

に
な

っ
た
と
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
た
。

　

そ
の
同お

な

じ
大た

い

会か
い

で
、
ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
の
選せ

ん

手し
ゅ

団だ
ん

、
中な

か

で
も
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
大だ

い

健け
ん

闘と
う

を

し
て
い
た
。
日に

本ほ
ん

で
開か

い

催さ
い

さ

れ
た
第だ

い

１
０
回か

い

大た
い

会か
い

か
ら

参さ
ん

加か

し
て
い
る
清し

水み
ず

義よ
し

之ゆ
き

さ

ん
（
９
０
、
広ひ

ろ

島し
ま

県け
ん

、
男だ

ん

子し

９
０
歳さ

い

の
部ぶ

）。
な
ん

と
幅は

ば

跳と

び
、
三さ

ん

段だ
ん

跳と

び
、

１
０
０
、２
０
０
、４
０
０
メ

ー
ト
ル
の
５
種し

ゅ

目も
く

で
金き

ん

メ
ダ

ル
を
得え

た
。

　

う
ち
２
０
０
メ
ー
ト
ル

走そ
う

、
４
０
０
メ
ー
ト
ル
走そ

う

で

は
世せ

界か
い

記き

録ろ
く

も
更こ

う

新し
ん

し
、
そ

れ
ぞ
れ
３
７
秒び

ょ
う
１
６
、１
分ぷ

ん

２
９
秒び

ょ
う
３
５
を
記き

録ろ
く

し
た
。

９
０
歳さ

い

代だ
い

で
は
無む

敵て
き

と
い
え

る
強つ

よ

さ
を
誇ほ

こ

る
。清し

水み
ず

さ
ん
は

「
陸り

く

上じ
ょ
う

一い
っ

点て
ん

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
うの
生せ

い

活か
つ

。

三さ
ん

度ど

の
ご
飯は

ん

よ
り
も
陸り

く

上じ
ょ
うが

好す

き
」
と
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

を
の
ぞ
か
せ

た
。

　

弟
お
と
う
との
弘ひ

ろ
む
さ
ん
（
７
５
、
二に

世せ
い

、
男だ

ん

子し

７
５
歳さ

い

の
部ぶ

）
も

三さ
ん

段だ
ん

跳と
び

で
銅ど

う

メ
ダ
ル
を
獲か

く

得と
く

。

「
メ
ダ
ル
を
取と

る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
。
９
０
歳さ

い

に

な
る
頃こ

ろ

に
は
兄あ

に

と
同お

な

じ
く
ら

い
取と

り
た
い
」
と
意い

欲よ
く

を
見み

せ
た
。

　

３
回か

い

目め

の
参さ

ん

加か

と
な
っ
た

井い

本も
と

澄す
み

子こ

さ
ん
（
８
０
、
二に

世せ
い

、
女じ

ょ

子し

８
０
歳さ

い

の
部ぶ

）
は

８
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

と
円え

ん

盤ば
ん

投な

げ
で
金き

ん

メ
ダ
ル
、

１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
ハ
ン
マ
ー

投な

げ
、
砲ほ

う

丸が
ん

投な

げ
、
ペ
ン
タ

ス
ロ
ン
（
五ご

種し
ゅ

競き
ょ
う

技ぎ

）
で
銀ぎ

ん

メ
ダ
ル
を
獲か

く

得と
く

し
た
。

　

ま
た
、
松ま

つ

島し
ま

巧た
く
みさ
ん
（
８ 

６
、
宮み

や

城ぎ

県け
ん

、
イ
ビ
ラ
プ
エ

ラ
チ
ー
ム
所し

ょ

属ぞ
く

、
男だ

ん

子し

８
５

歳さ
い

の
部ぶ

）
も
円え

ん

盤ば
ん

投な
げ

、
槍や

り

投な
げ

、
投と

う

て
き
五ご

種し
ゅ

で
金き

ん

メ
ダ

ル
を
獲か

く

得と
く

し
た
。

　

宮み
や

村む
ら

会か
い

長ち
ょ
う（
７
６
、
二に

世せ
い

）
は
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

・
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
快か

い

挙き
ょ

に
「
嬉う

れ

し
い
で
す
ね
。

こ
の
よ
う
な
結け

っ

果か

を
出だ

せ
る

人ひ
と

は
中

な
か
な
か

々
い
な
い
の
で
は
」

と
語か

た
っ
た
。

　

ま
た
、
ア
ナ
ス
ピ
は
１
０

月が
つ

１
２
か
ら
１
４
日か

ま
で
、

イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
公こ

う

園え
ん

近ち
か

く
の
ヴ

ァ
ス
・
ギ
マ
ラ
エ
ス
ス
ポ
ー
ツ

複ふ
く

合ご
う

施し

設せ
つ

で
『
ブ
ラ
ジ
ル
移い

　
「
幼お

さ
な

き
頃こ

ろ

に
生い

け

花ば
な

の
美う

つ
く

し

さ
に
感か

ん

動ど
う

し
、
今こ

ん
に
ち日
ま
で
一い

ち

途ず

に
池

い
け
の

坊ぼ
う

の
道み

ち

を
歩あ

ゆ

ん
で
き

た
。
そ
れ
も
多お

お

く
の
皆み

な

様さ
ま

の

弛た
ゆ

ま
ぬ
お
力

ち
か
ら

添ぞ

え
の
お
か

げ
。
た
だ
た
だ
感か

ん

謝し
ゃ

で
胸む

ね

が

一い
っ

杯ぱ
い

で
す
」。
先せ

ん

月げ
つ

１
４
日か

、

文ぶ
ん

協き
ょ
う

貴き

賓ひ
ん

室し
つ

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た

華か

道ど
う

家い
え

元も
と

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

橘た
ち
ば
な

支し

部ぶ

主し
ゅ

催さ
い

「
第だ

い

３
４
回か

い

記き

念ね
ん

花か

展て
ん

」
で
、
創そ

う

立り
つ

以い

来ら
い

支し

部ぶ

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
て
き
た
田た

中な
か

凉り
ょ
う

華か

さ
ん
（
８
９
、
二に

世せ
い

）

は
辞じ

意い

を
述の

べ
、
息む

す

子こ

・
凉

り
ょ
う

孝こ
う

（
５
５
、
三さ

ん

世せ
い

）
さ
ん
を

後こ
う

任に
ん

に
任に

ん

命め
い

し
た
。

　

凉
り
ょ
う

華か

さ
ん
は
マ
リ
リ
ア
近き

ん

郊こ
う

に
生う

ま
れ
、
勉べ

ん

学が
く

の
た
め

１
３
歳さ

い

で
単た

ん

身し
ん

渡と

日に
ち

し
た
。

当と
う

時じ

、
帰き

国こ
く

で
き
る
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

は
ご
く
ま
れ
と
い
う
時じ

代だ
い

。

当と
う

地ち

生う

ま
れ
で
日に

本ほ
ん

で
戦せ

ん

火か

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

大た
い

会か
い

』

を
開か

い

催さ
い

す
る
。
１
２
日に

ち

は
正

し
ょ
う

午ご

か
ら
、
１
３
、１
４
日か

は

午ご

前ぜ
ん

７
時じ

半は
ん

か
ら
。
日に

っ

系け
い

、

非ひ

日に
っ

系け
い

６
０
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

す

る
大お

お

き
な
大た

い

会か
い

と
な
る
。
問と

い

合あ
わ

せ
は
宮み

や

村む
ら

会か
い

長ち
ょ
う（
１
１
・２ 

５
７
８
・１
６
５
９
）
ま
で
。

を
過す

ご
し
た
、
今い

ま

で
は
数か

ず

少す
く

な
い
帰き

伯は
く

二に

世せ
い

の
一ひ

と

人り

だ
。

　

凉
り
ょ
う

華か

さ
ん
に
よ
れ
ば
「
父ち

ち

は
日に

ち

語ご

の
勉べ

ん

強き
ょ
うに
大た

い

変へ
ん

厳き
び

し

い
人ひ

と

だ
っ
た
。
あ
る
夜よ

る

、
目め

が
覚さ

め
て
、『
ど
う
し
て
も

日に

本ほ
ん

で
勉べ

ん

強き
ょ
うし
た
い
』
と
泣な

き
な
が
ら
父ち

ち

に
懇こ

ん

願が
ん

し
た
。

す
る
と
父ち

ち

は
す
ぐ
に
日に

本ほ
ん

に

発た

つ
用よ

う

立だ

て
を
し
て
く
れ
た

ん
で
す
」
と
述じ

ゅ
っ
か
い懐
す
る
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）は
「
９

月が
つ

定て
い

例れ
い

役や
く

員い
ん

会か
い

」
を
先せ

ん

月げ
つ

２
７
日に

ち

、
援え

ん

協き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

ビ
ル
で

開か
い

催さ
い

し
た
。

　

冒ぼ
う

頭と
う

、
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

創そ
う

立り
つ

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
先せ

ん

月げ
つ

２
２
日に

ち

に
無ぶ

事じ

終し
ゅ
う

了
り
ょ
う

し
た
こ
と
を
報ほ

う

告こ
く

。
今こ

ん

月げ
つ

の

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

に
つ
い
て
「
見み

通と
お

し
の
不ふ

透と
う

明め
い

な
難む

ず
か

し
い
局

き
ょ
く

面め
ん

に
あ
る
」
と
の
見み

方か
た

を
示し

め

し
、

翌よ
く

年と
し

の
援え

ん

協き
ょ
う

創そ
う

立り
つ

６
０
年ね

ん

に

触ふ

れ
、
よ
り
一い

っ

層そ
う

の
役や

く

員い
ん

の
協き

ょ
う

力り
ょ
くを
求も

と

め
た
。

　

そ
の
後ご

、
各か

く

委い

員い
ん

会か
い

お
よ

び
各か

く

施し

設せ
つ

か
ら
報ほ

う

告こ
く

が
あ
っ

た
。

　

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

は
、
８
月が

つ

の
月げ

っ

間か
ん

手し
ゅ

術じ
ゅ
つ

件け
ん

数す
う

が
過か

去こ

最さ
い

大だ
い

と

な
っ
た
と
発は

っ

表ぴ
ょ
う。
こ
れ
は
半は

ん

年と
し

間か
ん

に
及お

よ

ぶ
設せ

つ

備び

改か
い

装そ
う

が
終

し
ゅ
う

了り
ょ
うし

、
８
月が

つ

か
ら
フ
ル
稼か

働ど
う

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

手し
ゅ

術じ
ゅ
つと
相そ

う

関か
ん

し
て
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

治ち

療
り
ょ
う

室し
つ

、
病

び
ょ
う

床し
ょ
う

利り

用よ
う

の
件け

ん

数す
う

も
過か

去こ

最さ
い

高こ
う

を
記き

録ろ
く

し
た
。

　

福ふ
く

祉し

部ぶ

は
、
本ほ

ん

紙し

で
も
既き

報ほ
う

の
通と

お

り
「
第だ

い

１
回か

い

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

団だ
ん

体た
い

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
今こ

ん

月げ
つ

１
９
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

に

援え
ん

協き
ょ
う
ビ
ル
５
階か

い

で
開か

い

催さ
い

さ
れ

る
と
案あ

ん

内な
い

し
た
。
園そ

の

田だ

昭あ
き

憲の
り

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うは
「
福ふ

く

祉し

団だ
ん

体た
い

は
分ぶ

ん

R
u

a Sao Jo
aq

u
im

, 
3

8
1

, 1
 andar - sala 

1
1

、
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３
２ 

０
７
・
９
０
１
４
）
で
今こ

ん

月げ
つ

中ち
ゅ
うに
５
回か

い

の
講こ

う

演え
ん

会か
い

が
行お

こ
な

わ

れ
る
。
全ぜ

ん

日に
ち

午ご

後ご

２
時じ

か
ら

午ご

後ご

４
時じ

ま
で
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
うだ
が
、
申

も
う
し

込こ
み

が
必ひ

つ

要よ
う

。
４

日か

は
「
デ
カ
セ
ギ
の
た
め
の

様さ
ま

々ざ
ま

な
投と

う

資し

方ほ
う
ほ
う法
」（
ロ
ド

リ
ゴ
・
ア
キ
オ
）、
１
６
日に

ち

は
「
日に

本ほ
ん

で
の
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

に
つ
い
て
」（
ア
ノ
レ
ッ
ツ
ァ
・
ア

キ
ヤ
マ
）、
１
８
日に

ち

は
「
自じ

尊そ
ん

心し
ん

の
向こ

う

上じ
ょ
う」（
マ
ル
コ
ス
・
ス

ギ
ウ
ラ
）、
２
３
日に

ち

は
「
日に

っ

伯ぱ
く

間か
ん

の
社し

ゃ

会か
い

保ほ

障し
ょ
う

協き
ょ
う

定て
い

と
デ

カ
セ
ギ
の
退た

い

職し
ょ
く

契け
い

約や
く

」（
シ

ン
ジ
・
ナ
カ
オ
カ
）、
２
８
日に

ち

は
「
２
０
１
９
年ね

ん

の
デ
カ
セ

ギ
と
は
？
経け

い

験け
ん

と
展て

ん

望ぼ
う

の
会か

い

議ぎ

」（
マ
ル
シ
オ・タ
マ
ヲ
キ
）。

訪ほ
う

日に
ち

就し
ゅ
う

労ろ
う

を
希き

望ぼ
う

し
て
い
る

人ひ
と

は
必ひ

っ

見け
ん

。

来ら
い

社し
ゃ

し
た
飯い
い

星ほ
し

下か

議ぎ

　

９
月が

つ

１
６
日に

ち

、
男だ

ん

子し

４
０ 

０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
（
４
５
歳さ

い

ク
ラ
ス
）
に
は
、
武た

け

井い

壮そ
う

（
４
５
、
元も

と

陸り
く

上じ
ょ
う

競き
ょ
う

技ぎ

選せ
ん

世せ

界か
い

マ
ス
タ
ー
ズ
陸り

く

上じ
ょ
う

大た
い

会か
い

で

伯は
っ

国こ
く

金き
ん

14
個こ

中ち
ゅ
う

10
個こ

が
日に

っ

系け
い

　

だ
が
、
渡と

日に
ち

し
た
４
１
年と

し

の
暮く

れ
に
真し

ん

珠じ
ゅ

湾わ
ん

攻こ
う

撃げ
き

に
よ

り
太た

い

平へ
い

洋よ
う

戦せ
ん

争そ
う

が
勃ぼ

っ

発ぱ
つ

。
家か

族ぞ
く

と
も
離は

な

れ
離ば

な

れ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
時じ

分ぶ
ん

、

少し
ょ
う

女じ
ょ

の
心こ

こ
ろ

を
癒い

や

し
た
の
が
、

生い
け

花ば
な

と
の
出で

会あ

い
だ
っ
た
。

　

決け
っ

し
て
華は

な

や
か
と
は
言い

え

な
い
質し

っ

素そ

な
生い

け

花ば
な

だ
っ
た

が
、
そ
の
凛り

ん

と
し
た
美う

つ
く

し
さ

に
圧あ

っ

倒と
う

さ
れ
た
。
凉

り
ょ
う

華か

さ
ん

「
日に

っ

伯ぱ
く

の
懸か

け
橋は

し

と
し
て
頑が

ん

張ば

り
た
い
」

飯い
い

星ほ
し

下か

議ぎ

、
４
期き

目め

再さ
い

選せ
ん

目め

指ざ

す

は
「
苦く

労ろ
う

は
し
た
け
ど
、
今い

ま

に
な
れ
ば
本ほ

ん

当と
う

に
よ
か
っ
た

と
父ち

ち

に
は
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
い
る
」

と
半は

ん

生せ
い

を
振ふ

り

返か
え

る
。

　

戦せ
ん

後ご

、
５
５
年ね

ん

頃ご
ろ

に
帰き

伯は
く

し
た
凉

り
ょ
う

華か

さ
ん
は
、
マ
リ
リ

ア
の
自じ

宅た
く

で
母は

は

親お
や

や
そ
の
友ゆ

う

人じ
ん

ら
と
共と

も

に
生い

け

花ば
な

を
学ま

な

び
、

華か

道ど
う

に
の
め
り
込こ

ん
で
い
っ

た
。「
日に

本ほ
ん

の
美う

つ
く

し
い
文ぶ

ん

化か

で
あ
る
生い

け

花ば
な

を
一ひ

と

人り

で
も
多お

お

く
の
人ひ

と

に
伝つ

た

え
た
い
」。
そ

の
気き

持も

ち
は
ま
す
ま
す
強つ

よ

く

な
っ
て
い
た
。

　

だ
が
、
帰き

伯は
く

し
た
当と

う

時じ

、

ポ
語ご

を
完か

ん

全ぜ
ん

に
忘わ

す

れ
て
い
た

と
い
う
。「
戦せ

ん

時じ

中ち
ゅ
う

は
、
横よ

こ

文も

字じ

が
書か

か
れ
た
書し

ょ

物も
つ

を
持も

っ
て
い
る
だ
け
で
も
憲け

ん

兵ぺ
い

に

引ひ

っ
張ぱ

っ
て
い
か
れ
た
。
だ

か
ら
、
勉べ

ん

強き
ょ
うも
で
き
な
か
っ

た
」
と
苦く

笑し
ょ
うす
る
。

　
「
帰き

伯は
く

し
て
か
ら
は
夜や

学が
く

に
通か

よ

い
つ
め
て
勉べ

ん

強き
ょ
う

し
た
。

で
も
、
寝ね

て
も
覚さ

め
て
も
生い

け

花ば
な

の
こ
と
ば
か
り
。
辞じ

書し
ょ

を

手て

放ば
な

す
こ
と
な
く
、
ポ
語ご

で

ど
の
よ
う
に
教お

し

え
た
ら
よ
い

の
か
を
常つ

ね

に
考か

ん
が

え
て
い
ま
し

た
」
と
往お

う

時じ

を
語か

た

る
。

　

そ
の
後ご

、
出

し
ゅ
っ

聖せ
い

し
た
後の

ち

、

凉り
ょ
う

華か

さ
ん
は
池

い
け
の

坊ぼ
う

南な
ん

米べ
い

支し

部ぶ

で
生い

け

花ば
な

を
続つ

づ

け
た
。
だ
が
、

同ど
う

支し

部ぶ

は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

志し

向こ
う

が
強つ

よ

く
、
伯は

く

人じ
ん

に
は
敷し

き

居い

が
高た

か

か
　

今こ
ん

月げ
つ

７
日か

に
投と

う

票ひ
ょ
うが
行お

こ
な

わ

れ
る
上

じ
ょ
う

下か

両り
ょ
う

院い
ん

議ぎ

員い
ん

選せ
ん

挙き
ょ

が

終し
ゅ
う

盤ば
ん

に
差さ

し
掛か

か
る
な
か
、

選せ
ん

挙き
ょ

運う
ん

動ど
う

の
た
め
聖せ

い

市し

を
訪

お
と
ず

日
にっ

系
けい

人
じん

がメダル１６個
こ

の快
かい

挙
きょ

（７） ２０１８年第５０９４号 	１０月	 ２日	（火曜日）

１
９
日に

ち

に
福ふ

く

祉し

団だ
ん

体た
い

フ
ォ
ー
ラ
ム
も

手し
ゅ

術じ
ゅ
つ

件け
ん

数す
う

、
過か

去こ

最さ
い

大だ
い

を
記き

録ろ
く

援
えん

協
きょう

定
てい

例
れい

役
やく

員
いん

会
かい

帰き

伯は
く

二に

世せ
い

、
生い

け

花ば
な

普ふ

及き
ゅ
う

に
尽つ

く
し
た
半は

ん

生せ
い

母は
は

か
ら
子こ

に
支し

部ぶ

長ち
ょ
う

を
継け

い

承し
ょ
う

池
いけの

坊
ぼう

橘
たちばな

支
し

部
ぶ

世
せ

界
かい

大
たい

会
かい

でメダルを獲
かく

得
とく

した皆
みな

さん

凉
りょう

孝
こう

さんに支
し

部
ぶ

長
ちょう

任
にん

命
めい

証
しょう

が授
じゅ

与
よ

された

っ
た
。「
生い

け

花ば
な

を
一ひ

と

人り

で
も

多お
お

く
の
人ひ

と

に
伝つ

た

え
た
い
」
と

い
う
凉

り
ょ
う

華か

さ
ん
の
考か

ん
が

え
と

は
、
方ほ

う

向こ
う

性せ
い

の
違ち

が

う
組そ

織し
き

だ

っ
た
。「
こ
の
立り

っ

派ぱ

な
文ぶ

ん

化か

を
日に

本ほ
ん

人じ
ん

だ
け
に
留と

ど

め
て
い

て
は
も
っ
た
い
な
い
」。
そ

こ
で
、
８
４
年ね

ん

に
橘

た
ち
ば
な

支し

部ぶ

を

創そ
う

設せ
つ

し
た
。

　
「
そ
れ
か
ら
は
生い

け

花ば
な

を
普ふ

及き
ゅ
うさ
せ
る
た
め
、
な
る
べ
く

多お
お

く
の
人ひ

と

の
目め

に
つ
く
よ

う
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
場ば

所し
ょ

で
花か

展て
ん

を
行

お
こ
な

っ
て
き
ま
し

た
」
と
振ふ

り

返か
え

り
、「
い
つ
ま

で
も
元げ

ん

気き

で
皆み

な

さ
ん
と
生い

け

花ば
な

を
楽た

の

し
み
た
い
と
い
う
気き

持も

ち
は
尽つ

き
ま
せ
ん
が
、
年と

し

に

は
か
な
い
ま
せ
ん
ね
」
と
充

じ
ゅ
う

足そ
く

し
た
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うを
浮う

か
べ
た
。

　

支し

部ぶ

長ち
ょ
う

職し
ょ
くを
受う

け
つ
い
た

凉り
ょ
う

孝こ
う

さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で

３
４
年ね

ん

間か
ん

、
橘

た
ち
ば
な

支し

部ぶ

か
ら
多お

お

く
の
生せ

い

徒と

が
育そ

だ

ち
、
多お

お

く
の

花か

展て
ん

を
開か

い

催さ
い

し
て
き
た
。
そ

れ
も
、
母は

は

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
い
た
か

ら
こ
そ
」
と
語か

た

り
、「
支し

部ぶ

長ち
ょ
う

を
引ひ

き

継つ

ぐ
重

じ
ゅ
う

責せ
き

を
感か

ん

じ

る
。
こ
れ
か
ら
困こ

ん

難な
ん

な
道み

ち

が

始は
じ

ま
る
が
、
皆み

な

様さ
ま

の
ご
支し

援え
ん

を
頂い

た
だ

き
な
が
ら
活か

つ

動ど
う

を
続つ

づ

け

て
行い

き
た
い
」
と
決け

つ

意い

を
表

あ
ら
わ

し
た
。

　

な
お
、
同ど

う

展て
ん

は
１
５
、１ 

６
両

り
ょ
う

日じ
つ

に
催も

よ
お

さ
れ
、
展て

ん

示じ

さ

れ
た
約や

く

６
０
点て

ん

の
生い

け

花ば
な

が
来ら

い

場じ
ょ
う

客き
ゃ
くを
魅み

了り
ょ
うし
た
。

岐き

点て
ん

を
迎む

か

え
て
い
る
。
今こ

ん

後ご

、

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
お
い
て
福ふ

く

祉し

が

ど
う
あ
る
べ
き
か
を
議ぎ

論ろ
ん

す

る
第だ

い

一い
っ

歩ぽ

」
と
積せ

っ

極き
ょ
く

参さ
ん

加か

を

呼よ

び
か
け
た
。

　

さ
く
ら
ホ
ー
ム
か
ら
は

「
第だ

い

５
０
回か

い

桜さ
く
ら

祭ま
つ

り
」
が
無ぶ

事じ

に
終

し
ゅ
う

了り
ょ
うし
た
こ
と
を
報ほ

う

告こ
く

。

開か
い

催さ
い

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

に
あ

た
る
こ
と
か
ら
日に

本ほ
ん

庭て
い

園え
ん

を

造ぞ
う

園え
ん

し
て
お
り
、
同ど

う

祭さ
い

後ご

も

一い
っ

般ぱ
ん

公こ
う

開か
い

さ
れ
、
４
０
日か

間か
ん

で
３
万ま

ん

レ
の
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うが
あ
っ
た
と

い
う
。
観か

ん

光こ
う

地ち

と
し
て
の
立り

っ

地ち

を
活い

か
し
、
日に

本ほ
ん

庭て
い

園え
ん

を

観か
ん

光こ
う

名め
い

所し
ょ

と
す
べ
く
さ
ら
に

投と
う

資し

を
し
て
ゆ
く
考か

ん
が

え
だ
。

　

そ
の
ほ
か
、
自じ

閉へ
い

症し
ょ
う

児じ

療り
ょ
う

育い
く

施し

設せ
つ

（
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
は

「
第だ

い

１
４
回か

い

発は
っ

表ぴ
ょ
う

会か
い

～
大だ

い

発は
っ

見け
ん

（A
 G

rande D
esco-

b
erta

）
～
」
が
今こ

ん

月げ
つ

６
日か

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
と
案あ

ん

内な
い

し

た
。
な
お
、
会か

い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

で
は
、

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

を
除の

ぞ

く
８
月が

つ

度ど

の

決け
っ

算さ
ん

は
１
２
２
万ま

ん

９
１
２
１

レ
の
赤あ

か

字じ

を
計け

い

上じ
ょ
う。
友ゆ

う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

を
含ふ

く

む
全ぜ

ん

体た
い

で
は
、

８
８
８
万ま

ん

８
５
０
８
レ
の
黒く

ろ

字じ

と
な
っ
た
。

れ
て
い
た
飯い

い

星ほ
し

ワ
ル
テ
ル
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

院い
ん

議ぎ

員い
ん

（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
、
二に

世せ
い

、
５
７
）
は
１
日た

ち

午ご

後ご

に

本ほ
ん

紙し

を
訪お

と
ず

れ
、
意い

気き

込ご

み
を

語か
た

っ
た
。

　

今こ
ん

回か
い

、
４
期き

目め

の
再さ

い

選せ
ん

を

目め

指ざ

す
飯い

い

星ほ
し

下か

議ぎ

。
選せ

ん

挙き
ょ

戦せ
ん

終し
ゅ
う

盤ば
ん

の
追お

い
込こ

み
と
し
て
、

聖せ
い

市し

の
後あ

と

、
地じ

盤ば
ん

で
あ
る
パ

ウ
リ
ス
タ
線せ

ん

マ
リ
リ
ア
市し

、

ソ
ロ
カ
バ
ナ
線せ

ん

オ
ウ
リ
ー
ニ

ョ
ス
市し

を
訪ほ

う

問も
ん

す
る
。

　

前ぜ
ん

回か
い

選せ
ん

挙き
ょ

で
補ほ

欠け
つ

か
ら
繰く

り

上あ

げ
で
当と

う

選せ
ん

し
た
た
め
、
今こ

ん

回か
い

は
万ば

ん

全ぜ
ん

を
期き

し
て
１
２
万ま

ん

票ひ
ょ
うを
目も

く

標ひ
ょ
うと
し
て
い
る
。「
パ

ウ
リ
ス
タ
線せ

ん

、
聖せ

い

市し

で
の
票

ひ
ょ
う

を
が
っ
ち
り
と
固か

た

め
た
い
」

と
意い

欲よ
く

を
示し

め

す
。

　

今こ
ん

選せ
ん

挙き
ょ

戦せ
ん

に
つ
い
て
は
、

「
選せ

ん

挙き
ょ

期き

間か
ん

が
４
５
日に

ち

に
短た

ん

縮し
ゅ
くさ
れ
た
上う

え

、
候こ

う

補ほ

者し
ゃ

は
資し

金き
ん

が
な
い
た
め
路ろ

上じ
ょ
うで
の
選せ

ん

挙き
ょ

運う
ん

動ど
う

も
で
き
な
い
」
と
語か

た

り
、「
政せ

い

治じ

に
対た

い

す
る
信し

ん

頼ら
い

が
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

に
揺ゆ

ら
ぐ
な
か
、

有ゆ
う

権け
ん

者し
ゃ

も
関か

ん

心し
ん

を
示し

め

さ
な
く

な
っ
て
い
る
。３
割わ

り

近ち
か

く
が
、

投と
う

票ひ
ょ
う

を
棄き

権け
ん

す
る
の
で
は
」

と
見み

て
い
る
。

　

一い
っ

方ぽ
う

で
、
日に

っ

系け
い

候こ
う

補ほ

者し
ゃ

が

乱ら
ん

立り
つ

し
て
い
る
様よ

う

相そ
う

に
懸け

念ね
ん

を
示し

め

し
つ
つ
も
、「
こ
う
い

う
時と

き

だ
か
ら
こ
そ
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
誠せ

い

実じ
つ

な
イ
メ
ー
ジ
が
追お

い

風か
ぜ

と
な
る
の
で
は
」
と
も
期き

待た
い

感か
ん

を
示し

め

し
た
。

　

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
有ゆ

う

権け
ん

者し
ゃ

に
向む

け

て
は
、「
今こ

ん

後ご

も
日に

っ

伯ぱ
く

の
懸か

け
橋は

し

と
な
っ
て
頑が

ん

張ば

っ
て
い

き
た
い
」
と
し
て
、
日に

ち

・
メ

ル
コ
ス
ー
ル
経け

い

済ざ
い

連れ
ん

携け
い

協き
ょ
う

定て
い

締て
い

結け
つ

や
、
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

ビ
ザ
、

日に
っ

伯ぱ
く

間か
ん

の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
ビ
ザ
等な

ど

の
実じ

つ

現げ
ん

に
も
意い

欲よ
く

を
見み

せ
た
。

　

橘
た
ち
ば
な

支し

部ぶ

は
、
現げ

ん

在ざ
い

文ぶ
ん

協
き
ょ
う

で
も
講こ

う

座ざ

を
実じ

っ

施し

し
て
お
り
、

伯は
く

人じ
ん

生せ
い

徒と

も
多お

お

い
と
い
う
。

田た

中な
か

支し

部ぶ

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
「
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

に
伯は

く

人じ
ん

は
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

力り
ょ
くが
な

い
と
言い

わ
れ
る
け
ど
、
伊い

系け
い

伯は
く

人じ
ん

な
ん
か
は
共

き
ょ
う

通つ
う

す
る
と

こ
ろ
が
あ
る
」
と
話は

な

し
、
現げ

ん
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